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平成22年度各会計 歳入　
～事業　　平成23年9月20、21日に開催された定例町議会で、平成22年度各会計歳入歳出決算

の認定が提案されました。決算認定は「決算審査特別委員会（委員長：近藤哲雄議員）」
を設置して審査することとされ、10月28日（金）に委員会が開催されました。
　本委員会で、平成22年度決算の内容等を慎重に審査、検証した結果、各会計の決算
を認定することに全委員が賛成しました。

118 
はつらつ産業のまちづくり あったか福祉のまちづくり

大空町総合計画の基本目標に照らし合わせ、主な内容をお知らせします。

平成22年度大空町一般会計・８特別会計歳入歳出決算額及び決算審査特別委員会の審査（認定）状況

会　　計　　名 22年度　歳入（A）
（21年度　対比） 21年度　歳入 22年度　歳出（B）

（21年度　対比）） 21年度　歳出 22年度歳入歳出差引額
〔（A）－（B）〕

委 員 会
審査状況

一 般 会 計 93億4,559万円
（＋4.32%） 89億5,834万円 92億2,541万円

（＋5.01％） 87億8,510万円 １億2,018万円 全員賛成

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民健康保険事業
特 別 会 計

11億　372万円
（△6.18%） 11億7,644万円 10億8,623万円

（△6.31%） 11億5,944万円 1,749万円 全員賛成

老人保健特別会計 42万円
（△97.19%） 1,495万円 42万円

（△97.11%） 1,453万円 0万円 全員賛成

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計

8,866万円
（＋2.97%） 8610万円 8,861万円

（＋3.37%） 8,572万円 5万円 全員賛成

介護保険事業勘定
特 別 会 計

6億　 88万円
（＋4.50%） 5億7,503万円 5億8,991万円

（＋4.00%） 5億6,723万円 1,097万円 全員賛成

介護サービス事業勘定
特 別 会 計

840万円
（＋12.60%） 746万円 818万円

（＋14.41%） 715万円 22万円 全員賛成

簡 易 水 道 事 業
特 別 会 計

4億4,487万円
（△8.32%） 4億8,523万円 4億4,004万円

（△8.54%） 4億8,114万円 483万円 全員賛成

下水道事業特別会計 3億8,508万円
（△14.18%） 4億4,871万円 3億7,589万円

（△14.18%） 4億3,798万円 919万円 全員賛成

個別排水処理事業
特 別 会 計

2,774万円
（＋2.89%） 2,696万円 2,675万円

（＋3.24%） 2,591万円 99万円 全員賛成

各 会 計　　 合 計 120億　536万円
（＋0.54%） 119億4,129万円 118億4,144万円

（＋0.98%） 117億2,627万円 1億6,392万円

※千円以下、小数点第三位以下を四捨五入して表記しています。

●北海道主体での農業農村基盤整備事業 ・ １億2,300万円
●条件の不利な農用地を対象とした交付金 ・ 2,300万円
●民有林の計画的整備推進などのため補助 ・ 2,700万円
●商工会運営補助・・・・・・・・・・・ 2,100万円
●観光拠点施設（愛称：メルヘンぴっと）整備
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,200万円

●社会福祉協議会の運営等への補助・・・ 2,300万円
●生活支援ハウスの管理運営・・・・・・ 3,200万円
●障がい者への福祉サービス等の支援 ・ １億2,400万円
●老人福祉センターの管理運営・・・・・ 2,600万円
●子ども手当の支給・・・・・・・・ １億2,400万円
●保育園の管理運営・・・・・・・・・・ 4,300万円
●放課後児童対策・・・・・・・・・・・ 2,300万円
●女満別中央病院の医療環境向上の
　ため補助　4,100万円
●居宅介護、
　施設介護、
　介護予防などの
　介護サービス　５億6,800万円

決算審査特別委員会
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歳出決算を審査・検証！
効果を測定し、今後につなぐ～

一般会計＋８特別会計　歳出総額

 億4,144万円 主な
つかいみち

のびやか文化のまちづくり
さわやか生活のまちづくり

ふれあい協働のまちづくり

●女満別小学校の改築・・・・・・・13億3,300万円
●女満別中学校の耐震化・・・・・・ ２億3,400万円
●スクールバス運行・・・・・・・・・・ 7,200万円
●幼稚園の管理運営・・・・・・・・・・ 5,000万円
●小学校の管理運営・・・・・・・・・・ 7,200万円
●中学校の管理運営・・・・・・・・・・ 3,800万円
●地区公民館の改修・・・・・・・・・・ 2,400万円
●海洋センターの改修・・・・・・・・・ 4,000万円

●広報誌の発行、ふれあいトークの実施 
1,700万円

●自治会活動の奨励 }

■寄附金 648万円
■ゴルフ場利用税交付金 434万円
■利子割交付金 358万円

その他
（1,751万円）の

内訳

■交通安全対策特別交付金 192万円
■配当割交付金 90万円
■株式等譲渡所得割交付金 29万円

平成22年度　一般会計歳入歳出決算状況

地方交付税 
42億7,994万円

45.8%

町債（借入金） 
13億3,960万円

14.3%

国庫支出金 
13億434万円
14.0%

地方譲与税 
2億3,846万円  2.6%

諸収入 
2億1,270万円  2.3%

使用料及び手数料 
2億158万円  2.2%

繰越金  1億7,325万円  1.9%

分担金及び負担金 1億1,184万円  1.2%
繰入金   8,482万円  0.9%

地方消費税交付金
7,874万円  0.8%

財産収入 
4,334万円 0.5%

自動車取得税交付金 
4,251万円  0.5%
地方特例交付金 

2,241万円
0.2%

その他 
1,751万円

0.1%

自動車取得税交付金 
4,251万円  0.5%
地方特例交付金 

2,241万円
0.2%

その他 
1,751万円

0.1%

町税 
9億6,584万円  10.3%

道支出金 
2億2,871万円  2.4%

労働費 13万円 0.0%
議会費 4,868万円  0.5%

農林水産業費 
4億4,745万円 4.9%

衛生費 
5億2,734万円
5.7%

労働費 13万円 0.0%
議会費 4,868万円  0.5%

商工費 1億3,210万円 1.4%
消防費

 3億5,824万円 3.9%
農林水産業費 
4億4,745万円 4.9%

衛生費 
5億2,734万円
5.7%

土木費 
6億4,630万円

7.0%

民生費 
8億384万円
8.7%

総務費
 10億998万円
11.0% 職員給与費 

13億107万円
14.1%

教育費 
23億6,600万円

25.6%
一般会計
収入総額
93億4,559万円

一般会計
支出総額
92億2,541万円

公債費（借入金返済）
15億8,428万円

17.2%

近藤哲雄委員長

●ごみの収集、処理・・・・・・・・ １億2,300万円
●し尿くみ取り収集、処理・・・・・・・ 4,300万円
●資源物の回収、処理・・・・・・・・・ 2,800万円
●葬祭場火葬炉の増設・・・・・・・・・ 6,400万円
●町道の維持補修・・・・・・・・・ １億1,500万円
●除雪トラック更新・・・・・・・・・・ 4,300万円
●町道５路線の整備・・・・・・・・・・ 8,900万円
●一の沢川の改修・・・・・・・・・・・ 2,700万円
●配水管布設など水道整備・・・・・ １億5,600万円
●汚水管布設など下水道整備・・・・・・ 8,200万円
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不
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と
も
に
基
準
値
を
下
回
る

■　健全化判断比率の状況

実質赤字比率(※1) 連結実質赤字比率(※2) 実質公債費比率(※3) 将来負担比率(※4)

〔赤字なし〕
（14.66%）

〔赤字なし〕
（19.66%）

17.9%
（25.0%）

64.4%
（350.0%）

● （　）内数値は、早期健全化判断基準です。４指標のうちのいずれか一つでも基準を上回
る場合、財政健全化計画を策定する必要があります。

■　資金不足比率の状況

特別会計の名称 資金不足比率(※5) 経営健全化基準

簡易水道事業特別会計

〔不足なし〕 20.0%下 水 道 事 業 特 別 会 計

個別排水処理事業特別会計
●経営健全化基準を上回る場合、経営健全化計画を策定する必要があります。

※１）実 質赤字比率：　一般会計の赤字額が、町の標準財政規模（＝町税、地方交付税など、
町が一定して収入できると想定される額をいいます。）に対してどれだけあったか
を表す比率です。大空町は、収入額が支出額より多く黒字だったため、該当あり
ません。

※２） 連 結実質赤字比率：　町が設置する一般会計、全特別会計で赤字がどれだけあった
かを表す比率です。大空町は、収入額が支出額より多く黒字だったため、該当あ
りません。

※３）実 質公債費比率：　収入のうち、借金返済に充てた額が標準財政規模に対してどれ
だけあったかを表す比率です。

　　　　 　平成21年度決算に基づく比率は21.4%、平成22年度決算に基づく比率は前年
度から△3.5%の17.9%になりました。

※４）将 来負担比率：　借金返済額など、今後支出が見込まれる額が町の標準財政規模に
対してどれだけあるかを表す比率です。

　　　　 　平成21年度決算に基づく比率は89.8%、平成22年度決算に基づく比率は前年
度から△25.4%の64.4%になりました。

　　　　 　実質公債費比率とともに改善の傾向にありますが、今後も将来を見越した計画
的財政運営が望まれます。

※５）資 金不足比率：　町が運営する事業会計に赤字がどれだけあったかを表す比率です。
　　　　 　本町では、簡易水道、下水道、個別排水処理の３事業会計が算定対象になりま

すが、各会計ともに収入額が支出額より多く黒字のため、該当ありません。

　平成２３年第３回定例会（９月20日～ 21日開催）で、町長から監査委員

の審査意見とともに、平成２２年度の決算額に基づく「健全化判断比率」「資

金不足比率」が報告されました。

　監査委員の審査意見では、算定基礎数値は適正で比率も健全化判断基準を

下回り、指摘するべき事項はないとされています。

　健全化判断比率の「実質公債費比率」が１８％以上の場合、自治体が新た

に借金をする際に国の許可が必要になります。本町は１７．９％と、１８％

を下回る結果になりました。数値も年々減少し、改善されてきていますが、

現在の社会情勢などを踏まえ、健全な財政運営に一層の努力が望まれます。

　１０月２８日開催の決算審査特別委員会では、平成２２年度決算に基づく

「健全化判断比率」「資金不足比率」も含め、審議されました。
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平
成
22
年
度
各
会
計
歳
入

歳
出
決
算
書
及
び
関
連
書
類

は
、
い
ず
れ
も
関
係
法
令
に

準
拠
し
て
作
成
さ
れ
、
証
書

類
と
照
合
し
た
結
果
、
誤
り

な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

一
般
会
計
に
お
け
る
財
政

構
造
を
見
る
と
、
実
質
公
債

費
比
率
は
１
７
・
９
％
と
前

年
度
よ
り
３・
５
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
、
将
来
負
担
比
率
も

６
４・
４
％
と
２
５
・
４
ポ
イ

ン
ト
減
少
し
て
い
る
。
あ
る

程
度
行
政
改
革
等
の
推
進
に

よ
る
成
果
が
み
ら
れ
る
も
の

の
、
歳
入
割
合
の
多
く
を
占

め
る
地
方
交
付
税
の
額
が
大

き
く
影
響
す
る
も
の
と
見
込

ま
れ
、
今
後
も
歳
入
確
保
と

将
来
を
見
越
し
た
計
画
的
な

財
政
運
営
が
必
要
で
あ
る
。

　

雇
用
、
中
小
企
業
経
営
の

悪
化
に
よ
る
町
税
未
納
額
の

増
加
や
、
人
口
、
事
業
者
の

減
少
、
東
日
本
大
震
災
被
災

地
復
興
へ
の
施
策
を
考
慮
す

る
と
、今
後
、一
般
財
源
（
※

１
）
の
大
き
な
増
収
は
期
待

で
き
な
い
と
推
察
さ
れ
る
。

各
種
事
業
に
よ
る
町
債
（
＝

町
の
借
入
金
）
の
発
行
や
債

務
負
担
行
為
（
※
２
）
の
設

定
に
当
た
っ
て
は
、
将
来
に

わ
た
る
健
全
財
政
の
確
保
に

十
分
な
配
慮
が
望
ま
れ
る
。

　

財
源
確
保
と
負
担
の
公
平

化
を
図
る
た
め
、
税
の
未
納

者
に
対
す
る
早
め
の
対
策
を

講
じ
る
な
ど
、
き
め
細
か
な

対
応
が
必
要
。

　

公
営
住
宅
使
用
料
、
上
下

水
道
使
用
料
な
ど
公
共
料
金

の
滞
納
で
は
、
連
帯
保
証
人

に
対
す
る
法
的
責
任
の
説
明

や
未
納
の
際
の
連
帯
保
証
人

へ
の
通
知
な
ど
の
取
組
を
強

化
し
、
悪
質
と
判
断
さ
れ
る

場
合
は
差
押
え
等
の
法
的
手

段
を
含
め
た
厳
正
な
対
応
を

行
う
な
ど
、
関
係
各
課
が
連

携
し
て
滞
納
金
額
の
圧
縮
に

努
め
、
新
た
な
滞
納
が
発
生

し
な
い
よ
う
徴
収
額
の
向
上

が
望
ま
れ
る
。

　

有
効
な
徴
収
手
段
が
と
れ

な
い
場
合
は
、
関
係
法
令
に

基
づ
き
、不
納
欠
損
処
分（
※

３
）
も
必
要
。

　

経
常
収
支
比
率
の
推
移
、

町
税
収
入
や
基
金
（
＝
町
の

貯
金
）
残
高
に
改
善
の
兆
し

が
見
ら
れ
る
が
、
国
の
緊
急

経
済
対
策
に
よ
る
補
助
、
交

付
金
や
地
方
交
付
税
の
増
加

な
ど
臨
時
的
な
歳
入
増
で
あ

る
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
、

よ
り
一
層
の
効
率
的
、
効
果

的
な
経
費
負
担
を
図
る
と
と

も
に
町
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
、

行
政
の
簡
素
化
、
効
率
化
に

努
め
、
計
画
的
な
事
業
の
推

進
に
よ
っ
て
、
健
全
な
財
政

運
営
を
維
持
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。

※ 

１　

一
般
財
源
：
使
い

み
ち
が
特
定
さ
れ
て
い

な
い
、
自
治
体
の
判
断

で
使
え
る
財
源
の
こ
と
。

町
税
や
地
方
交
付
税
な

ど
が
、
こ
れ
に
あ
た
り

ま
す
。

※ 

２　

債
務
負
担
行
為
：

　

複
数
年
度
に
及
ぶ
工

事
契
約
な
ど
、
一
つ
の

事
務
事
業
が
単
年
度
で

終
わ
ら
ず
、
後
年
度
も

支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
に
全
体
の
期

間
と
負
担
額
を
設
定
す

る
こ
と
を
い
い
、
議
会

の
議
決
を
経
て
確
定
し

ま
す
。
後
年
度
の
負
担

を
確
約
す
る
も
の
で
す

が
、
支
出
す
る
場
合
は
、

そ
の
年
度
の
所
要
額
を

予
算
計
上
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※ 

３　

不
納
欠
損
処
分
：

　

町
税
や
上
下
水
道
料
、

公
営
住
宅
使
用
料
な
ど

の
納
入
義
務
者
か
ら
事

情
に
よ
り
徴
収
が
行
え

ず
、
今
後
も
徴
収
で
き

る
見
込
が
た
た
な
い
た

め
、
そ
の
徴
収
を
あ
き

ら
め
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。

佐々木代表監査委員

審
査
結
果

平成22年度末　基金（＝町の貯金）と
　　　　　　町債（＝町の借入金）残高

※注１）「基金」の額は、運用基金である奨学基金を除いた額、「町
　債」の額は、一般会計分の額です。 
※注２）町民一人当たりの額は、各年度の３月末現在の人口をもと
　に算出しました。
　⇒平成21年度末人口：8,217人　平成22年度末人口：8,138人

町　　債

（＝町の借入金）

基　　金

（＝町の貯金）
25億9,321万円

（約32万円/人）

24億8,615万円

(約30万円/人）

＋1億706万円

（＋4.31％）

128億8,363万円

（約158万円/人）

125億5,598万円

（約153万円/人）

＋3億2,765万円

（＋2.61％）

平成22年度末
（町民一人　　
　　当たりの額）

平成21年度末
（町民一人　　
　　当たりの額）

対前年度
比増減額
（増減比率）

監査委員による決算審査の結果及び意見（要約）

計画的な事業の推進により、
　　　 健全な財政運営の維持を！
計画的な事業の推進により、
　　　 健全な財政運営の維持を！

　

地
方
自
治
法
の
規
定
で
、

決
算
関
連
資
料
は
監
査
委
員

の
審
査
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
決
算
審
査
特
別

委
員
会
の
中
で
、
監
査
委
員

か
ら
平
成
22
年
度
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
審
査
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
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本
町
で
は
、

農
村
地
区
の
受
診
率
は
比

較
的
高
い
が
、
市
街
地
の

受
診
率
は
低
い
。
一
遍
に

市
街
中
心
の
対
応
も
難
し

い
た
め
、
平
成
23
年
度
か

ら
３
カ
所
の
モ
デ
ル
地
区

を
農
村
部
に
設
け
、
健
診

前
に
保
健
師
が
訪
問
し
て

大
空
町
の
概
要
を
説
明
し
、

受
診
率
や
医
療
費
の
影
響

な
ど
理
解
い
た
だ
く
動
き

を
し
て
い
る
。

　
　

節
目
健
診
と
し
て
、
40

歳
か
ら
70
歳
ま
で
５
歳
刻

み
の
方
の
健
診
料
が
安
く

な
る
な
ど
、
プ
ラ
ス
面
を

強
調
し
て
受
診
率
ア
ッ
プ

に
つ
な
げ
た
い
。

【
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
交
付
事

業
（
３
５
８
万
円
）】

　
　
　
　
　
　

全
体
の
交
付

対
象
者
の
う
ち
８
０
３
人

に
交
付
し
、
そ
の
中
で
実

際
に
利
用
し
た
方
は
６
割

を
切
っ
て
い
る
。
そ
う
い

っ
た
中
で
、
本
当
に
必
要

性
が
あ
る
事
業
だ
っ
た
の

か
。

　
　
　
　
　
　

昨
年
か
ら
、

所
得
が
あ
る
75
歳
以
上
の

方
へ
も
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

福
祉
課
参
事

齋
藤
委
員

福
祉
課
長

を
交
付
す
る
改
正
を
行
っ

た
。
車
を
運
転
さ
れ
る
75

歳
以
上
の
方
も
多
く
お
り
、

万
が
一
の
と
き
や
運
転
が

不
安
な
冬
の
た
め
に
交
付

を
受
け
る
と
い
う
話
も
聞

い
て
い
る
。
自
分
で
運
転

さ
れ
る
方
に
は
、
必
要
な

と
き
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を

使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
、
効
果
的
に

は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

【
軽
度
生
活
援
助
事
業
（
44

万
円
）
〜
高
齢
者
世
帯
等
へ

の
除
雪
サ
ー
ビ
ス
】

　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
度

の
除
雪
サ
ー
ビ
ス
利
用
回

数
は
女
満
別
が
１
６
５
回
、

東
藻
琴
が
１
６
９
回
と
、

地
区
の
人
口
比
率
で
見
る

と
東
藻
琴
は
多
い
が
、
要

因
は
。

　
　
　
　
　
　

以
前
は
両
地

区
で
対
応
が
異
な
っ
て
お

り
、
東
藻
琴
は
あ
る
程
度

の
積
雪
時
に
除
雪
し
、
女

満
別
は
本
人
か
ら
の
申
請

に
よ
っ
て
除
雪
し
て
い
た
。

平
成
22
年
度
か
ら
は
統
一

し
、
同
じ
基
準
の
中
で
対

応
し
て
い
る
。

品
田
委
員

福
祉
課
長

【
災
害
対
策
費
（
１
３
８
万

円
）】

　
　
　
　
　
　

１
４
０
万
円

繰
り
越
し
て
、
か
つ
不
用

額
が
出
て
い
る
。
こ
の
１

４
０
万
円
の
事
業
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　

全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
と
い
う
備
品

を
整
備
す
る
も
の
で
、
国

の
仕
様
に
基
づ
き
積
算
し
、

入
札
し
た
と
こ
ろ
97
万
円

で
落
札
さ
れ
、
43
万
円
の

不
用
額
が
生
じ
た
。

【
歳
入
・
雑
収
入（
25
万
円
）】

　
　
　
　
　
　

不
納
欠
損
処

分
し
た
経
過
を
聞
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

網
走
市
の
旧

藤
田
病
院
に
よ
る
診
療
報

酬
等
の
不
正
受
給
が
平
成

14
年
に
発
覚
し
、
請
求
し

た
も
の
で
あ
る
。
地
方
自

治
法
に
規
定
さ
れ
る
５
年

間
の
徴
収
期
限
が
経
過
し

た
こ
と
、
借
金
が
資
産
を

上
回
っ
て
い
る
状
況
に
あ

る
こ
と
、
医
師
と
の
接
触

が
全
く
で
き
な
い
状
況
な

ど
か
ら
、
徴
収
は
困
難
と

品
田
委
員

総
務
課
長

植
田
委
員

福
祉
課
長

判
断
し
、
不
納
欠
損
処
分

を
行
っ
た
。

　
　

裁
判
に
訴
え
る
こ
と
も

可
能
だ
が
、
近
隣
町
村
と

協
議
し
た
中
で
も
そ
れ
は

難
し
い
と
い
う
中
で
処
理

し
て
き
て
い
る
状
況
に
あ

る
。

　
　
　
　
　
　

周
辺
自
治
体

と
協
議
し
た
と
の
話
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
周
辺
自
治

体
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　

網
走
市
は
不

納
欠
損
処
分
の
判
断
を
し

て
お
ら
ず
、
斜
里
町
、
清

里
町
、
小
清
水
町
は
、
す

べ
て
の
債
権
を
既
に
落
と

し
て
い
る
。
北
見
市
は
、

地
方
自
治
法
の
５
年
で
時

効
の
規
定
に
基
づ
き
処
理

し
て
い
る
。
青
森
県
で
も

四
十
何
町
村
が
絡
む
不
正

受
給
が
あ
っ
た
が
、
同
じ

く
不
納
欠
損
し
て
い
る
と

い
う
情
報
も
あ
り
、
そ
れ

ら
を
も
と
に
判
断
し
た
。

小
島
委
員

福
祉
課
長

【
歳
出
・
簡
易
水
道
施
設
管

理
費
（
５
、
２
７
５
万
円
）】

　
　
　
　
　
　

簡
易
水
道
事

業
の
管
理
上
、
有
収
率
は

大
事
な
率
だ
と
考
え
る
。

品
田
委
員

国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計

浄水場視察の様子（産業建設常任委員会所管事務調査）

管
理
方
法
、
漏
水
対
策
な

ど
の
考
え
方
は
。

　
　
　
　
　
　

漏
水
対
策
な

ど
を
行
い
な
が
ら
、
有
収

率
が
少
し
で
も
上
が
る
よ

う
努
力
し
た
い
。

建
設
課
長

簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
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審
議
の
冒
頭
、
近
藤
委

員
長
か
ら
「
本
特
別
委
員

会
は
、
議
会
で
決
定
し
た

予
算
が
適
正
に
執
行
さ
れ

た
か
審
査
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
行
政
効
果
を
評
価
す

る
、
き
わ
め
て
重
要
な
意

味
を
持
つ
。
次
年
度
の
予

算
編
成
や
行
政
執
行
に
生

か
さ
れ
る
よ
う
に
、
審
査

を
進
め
た
い
。」
と
挨
拶

が
あ
り
、
慎
重
な
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

【
観
光
協
会
補
助
金
（
６
４

６
万
円
）、
観
光
協
会
行
事

補
助
金
（
３
６
３
万
円
）】

　
　
　
　
　
　

特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
事
業
に
人
件

費
補
助
し
て
い
る
は
ず
だ

が
、
営
利
事
業
に
も
人
件

費
と
し
て
充
て
ら
れ
て
い

る
。
そ
う
い
う
形
が
い
い

の
か
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　

人
件
費
が
な

け
れ
ば
経
済
活
動
も
で
き

な
い
と
い
う
考
え
方
も
あ

る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
め
ま
ん

べ
つ
観
光
協
会
の
事
務
監

査
を
行
う
予
定
で
あ
り
、

正
し
い
か
ど
う
か
は
、
現

在
課
内
で
も
協
議
中
で
あ

り
、
専
門
家
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
整
理
し
た
い
。

【
見
守
り
ネ
ッ
ト
事
業
（
４

４
４
万
円
）】

　
　
　
　
　
　

事
業
の
対
象

人
数
が
、
女
満
別
で
６
１

９
人
、
東
藻
琴
で
５
７
６

人
と
な
っ
て
い
る
が
、
対

応
す
る
人
員
が
ど
ち
ら
も

１
人
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
で
十
分
な
業
務
が
行

小
島
委
員

産
業
課
長

植
田
委
員

わ
れ
る
の
か
。

　
　

高
齢
者
比
率
が
28
・
８

％
ほ
ど
に
な
る
か
と
思
う

が
、
今
後
、
事
業
の
充
実

に
向
け
て
検
討
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

見
守
り
し

よ
う
と
す
る
方
を
、
見
守

り
が
特
に
必
要
、
必
要
、

軽
度
と
３
つ
の
ラ
ン
ク
に

分
け
て
行
っ
て
い
る
。
今

の
２
人
体
制
で
十
分
な
の

か
、
将
来
的
な
こ
と
を
考

え
る
と
厳
し
い
部
分
も
あ

る
が
、
現
在
は
そ
の
中
で

も
対
応
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　
　

見
守
り
ネ
ッ
ト
事
業
は

国
の
補
助
を
受
け
て
３
年

間
の
実
施
と
し
て
い
る
。

平
成
24
年
度
か
ら
補
助
が

な
く
な
る
が
、
た
だ
い
ま

策
定
中
の
第
５
期
介
護
保

険
事
業
計
画
の
地
域
支
援

事
業
に
位
置
づ
け
、
女
満

別
と
東
藻
琴
と
の
バ
ラ
ン

ス
な
ど
検
証
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た
い
。

【
町
営
住
宅
管
理
一
般
事
務

費
（
８
６
４
万
円
）、
町
営

住
宅
維
持
補
修
事
業
（
１
、

０
０
２
万
円
）】

福
祉
課
参
事

　
　
　
　
　
　

大
空
町
で
の
、

公
営
住
宅
の
ニ
ー
ズ
と
戸

数
の
現
状
は
。
何
カ
年
計

画
で
住
宅
を
つ
く
る
よ
り
、

あ
る
程
度
の
リ
フ
ォ
ー
ム

を
し
た
中
で
使
用
し
て
も

ら
う
考
え
方
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

古
い
住
宅
は

寒
い
、
ふ
ろ
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
敬
遠
さ
れ
が
ち

で
あ
る
が
、
新
し
い
住
宅

で
は
１
戸
に
五
、
六
人
が

申
し
込
む
よ
う
な
状
況
も

深
川
委
員

住
民
課
長

あ
る
。
今
年
度
、
公
営
住

宅
に
関
す
る
長
期
計
画
策

定
を
予
定
し
て
お
り
、
ニ

ー
ズ
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ

う
な
計
画
と
し
て
い
き
た

い
。

【
予
防
費
（
１
、
８
２
７
万

円
）、
健
康
推
進
対
策
費

（
１
、
３
５
０
万
円
）】

　
　
　
　
　
　

健
診
受
診
率

低
下
の
要
因
と
検
証
、
そ

し
て
今
後
の
対
策
な
ど
、

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
の
か
。

松
田
委
員

委
員
会
審
議
概
要

（
質
疑
と
答
弁
）

一
般
会
計

病気を予防するため、健診を。

未来を担う子供たちのためにも
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【
藻
琴
山
温
泉
芝
桜
公
園
整

備
事
業
】

　
　
　
　
　
　

実
施
設
計
、

ハ
ウ
ス
施
設
業
務
委
託
の

内
容
と
、
こ
の
事
業
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
将
来
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
持
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
収
支
計

画
の
見
通
し
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
設

計
は
温
浴
施
設
の
設
計
、

ハ
ウ
ス
施
設
業
務
は
、
イ

チ
ゴ
の
栽
培
ハ
ウ
ス
が
で

き
る
ま
で
の
前
段
の
業
務

の
委
託
で
あ
る
。　

　
　

今
回
の
整
備
に
当
た
っ

て
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
一

つ
の
観
光
施
設
と
し
て
整

備
し
、
イ
チ
ゴ
狩
り
を
観

光
事
業
と
し
て
組
み
入
れ

た
い
。

　
　

収
支
の
関
係
は
、
イ
チ

ゴ
狩
り
を
メ
イ
ン
に
考
え
、

一
つ
の
苗
に
対
し
て
収
入

が
１
、
７
０
０
円
、
支
出

が
１
、
２
０
０
円
ほ
ど
で

予
定
し
た
い
が
、
集
客
に

よ
っ
て
は
変
動
も
考
え
ら

れ
る
。
観
光
施
設
と
し
て

ど
れ
だ
け
集
客
で
き
る
か

に
か
か
っ
て
く
る
。

松
田
議
員

産
業
建
設
課
長

質
疑
と
答
弁

【各会計予算の補正】藻琴山温泉の温泉熱を有効活用し、新たな観光事業を進めるため『藻琴山温泉芝桜
公園整備事業』関連経費を増額したほか、次のとおり予算が補正されました。
◆一般会計：予算総額２億9,786万円増の77億1,088万円。　

≪一般会計補正予算の主な内容≫

【歳　　入】
●町民税（個人） ＋4,200万円
●固定資産税 ＋1,209万円
●地方交付税 ＋1億8,102万円
●北海道農業信用基金協会出資金払戻金
 ＋1,124万円
●基金繰入金（＝貯金取崩し） △6,666万円
●前年度繰越金 ＋8,924万円
●町債（＝借入金） ＋370万円
●備荒資金組合災害支消金 ＋900万円

【歳　　出】
●企業振興促進補助金 ＋1,224万円
〔ボッシュ㈱テストコース増設による〕
●財政調整基金積立（＝貯金） ＋2億1,516万円
●網走地区救急医療対策事業委託料 ＋214万円
〔斜網地域救急搬送体制の整備に伴う〕
●不妊治療費及び高齢者肺炎球菌ワクチン接種助成
 ＋183万円
●東藻琴診療所Ｘ線ＣＴ装置保守委託 ＋152万円
●ポイントカード事業補助金 ＋70万円
●藻琴山温泉芝桜公園整備事業 ＋3,097万円
〔施設整備工事、実施設計・ハウス施設業務委託、備
品購入等〕
●青少年育成事業協会補助金 ＋470万円
〔教育文化会館30周年事業に係る補助〕
●町道維持補修工事 ＋770万円
●災害復旧費（道路橋りょう及び河川） ＋900万円
〔8/26、9/2発生大雨災害による〕

◆国民健康保険事業特別会計：予算総額7,251万円増の12億660万円
◆介護保険事業勘定特別会計：予算総額1,147万円増の6億4,394万円
※万円未満四捨五入した金額で表記しています。

温泉熱を有効活用し、あらたな観光事業に着手

藻琴山温泉芝桜公園に
　　　イチゴ栽培ハウスを整備
藻琴山温泉芝桜公園に
　　　イチゴ栽培ハウスを整備
藻琴山温泉芝桜公園に
　　　イチゴ栽培ハウスを整備
～『藻琴山温泉芝桜公園整備事業』として3,097万円増額補正～

平成23年 第３回定例会
　9/20、21日の２日間で開催された定例会では、決算審査特別委員会に付託された決算認定、
健全化判断比率の報告のほか、次の議案等が提案され、いずれも全員賛成で可決されました。
※ 　質疑・答弁の内容などは、要約して掲載しています。詳細は両地区図書館に備えつけの会議録をごらんくださ
い(ホームページにも掲載しています。)。
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【
会
計
全
体
に
つ
い
て
】

　
　
　
　
　
　

簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
と
比
べ
て
、

収
入
未
済
額
、
負
担
金
収

納
率
、
使
用
料
収
納
率
が

低
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、

松
田
委
員

要
因
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
度

利
用
分
で
い
う
と
、
使
用

料
は
98
・
９%

、
負
担
金

は
96
・
８%

で
、
簡
易
水

道
事
業
の
収
納
率
99
・
1

％
と
比
較
し
、
低
い
状
況

で
は
な
い
と
考
え
る
。

建
設
課
長

　
　
　
　
　
　

遊
休
施
設
の

備
品
管
理
は
、
適
正
に
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

適
正
に
管
理

さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　

主
要
な
施
策

の
成
果
を
説
明
す
る
書
類

を
見
る
と
、
た
だ
予
算
の

使
い
方
を
説
明
し
て
い
る

だ
け
の
よ
う
で
、
職
員
が

頑
張
っ
た
成
果
が
伝
わ
っ

て
こ
な
い
。
計
画
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ

っ
た
か
、
文
章
化
し
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

来
年
は
こ
の
資
料
が
２

倍
、
３
倍
に
も
な
っ
て
、

私
た
ち
も
町
民
に
説
明
で

き
る
、
成
果
の
上
が
っ
た

も
の
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

町
民
の
方
々

に
、
私
た
ち
の
仕
事
の
結

果
を
説
明
す
る
こ
と
も
大

小
島
委
員

総
務
課
長

勝
田
委
員

町　
　

長

切
で
あ
る
。
議
員
各
位
に

も
、
町
で
実
施
し
た
こ
と

の
成
果
な
ど
、
町
民
皆
様

に
御
説
明
い
た
だ
け
る
と

あ
り
が
た
い
。

　
　

町
民
皆
さ
ま
か
ら
、
こ

の
仕
事
を
や
っ
て
よ
か
っ

た
と
思
わ
れ
、
声
を
か
け

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
こ

と
が
、
職
員
の
仕
事
上
で

の
究
極
の
喜
び
で
は
な
い

か
。

　
　

や
っ
た
仕
事
に
自
信
を

持
ち
、
町
民
皆
様
に
説
明

し
て
い
け
る
よ
う
に
努
力

し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

補
助
金
の
あ

り
方
を
内
部
協
議
中
で
即

答
で
き
な
い
だ
と
か
、
会

議
開
始
直
前
ま
で
資
料
の

訂
正
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

少
し
緩
み
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

緩
み
が
あ
る

と
は
思
っ
て
お
ら
ず
、
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
に
今
後

も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

補
助
金
の
あ
り
方
は
過

去
に
一
度
見
直
し
た
が
、

時
期
も
経
過
し
て
い
る
。

多
少
時
間
が
か
か
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
改
め
て
基

小
島
委
員

副
町
長

準
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

貸
借
対
照
表

で
は
、
去
年
期
末
残
の
一

般
財
源
等
が
２
億
４
，
０

０
０
万
円
ほ
ど
ふ
え
て
い

る
が
、
幸
運
な
状
況
が
あ

っ
た
の
か
、
行
政
改
革
等

に
よ
る
も
の
か
。

　
　

ま
た
、
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
の
近
隣
市
町
村
の
状

況
は
ど
う
か
。

　
　

健
全
化
判
断
比
率
に
関

し
て
、
実
質
赤
字
比
率
、

連
結
実
質
赤
字
比
率
、
資

金
不
足
比
率
が
表
示
さ
れ

て
い
な
い
。
計
算
し
て
い

る
は
ず
な
の
で
、
は
っ
き

り
し
た
数
字
を
議
会
で
知

ら
せ
て
ほ
し
い
。
公
式
に

は
で
き
な
く
て
も
、
参
考

資
料
で
あ
れ
ば
で
き
る
は

ず
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

一
般
財
源
等

が
２
億
円
程
度
改
善
し
た

点
は
、
当
初
見
込
ん
で
い

な
か
っ
た
地
方
交
付
税
の

伸
び
が
あ
っ
た
。
小
学
校

建
設
に
10
億
円
以
上
投
資

し
、
減
価
償
却
も
し
て
い

る
。
そ
の
差
額
が
４
億
円

程
度
あ
り
、
そ
れ
ら
は
あ

る
程
度
自
力
で
増
え
た
と

品
田
委
員

総
務
課
長

考
え
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
。

　
　

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、

同
じ
様
式
で
出
し
て
い
る

近
隣
市
町
村
が
な
い
。
来

年
以
降
も
コ
ス
ト
計
算
書

が
出
て
く
る
の
で
、
わ
か

れ
ば
お
示
し
し
た
い
。

　
　

実
質
赤
字
比
率
、
連
結

実
質
赤
字
比
率
、
資
金
不

足
比
率
は
、
赤
字
が
な
い

場
合
は
マ
イ
ナ
ス
の
数
値

に
な
り
、
そ
の
場
合
は
表

示
し
な
い
様
式
に
な
っ
て

い
る
が
、
住
民
皆
さ
ん
に

そ
の
差
を
お
知
ら
せ
す
る

た
め
、
マ
イ
ナ
ス
表
示
で

示
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
資
料
と
し
て
出
す
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

う
い
う
様
式
で
あ
る
こ
と

を
御
理
解
願
う
。

財
産
に
関
す
る

調

書

総
括
質
疑

子供から大人まで、みんなが笑顔になるように

下
水
道
事
業

特
別
会
計

※ 　

質
疑
・
答
弁
の
内
容

な
ど
は
、
要
約
し
て
掲

載
し
て
い
ま
す
。
詳
細

は
両
地
区
図
書
館
に
備

え
つ
け
の
会
議
録
を
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。)

。
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町の観光情報発信拠点となるNPO法人めまんべつ観光協会

町
税
条
例
を
改
正
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

特
定
非
営
利

活
動
法
人
め
ま
ん
べ
つ
観

光
協
会
の
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地
が
、
大
空
町
女

満
別
昭
和
96
番
地
の
１
と

議
案
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
以
前
、
地
域
振
興

小
島
議
員

会
館
と
な
っ
て
い
た
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
主
た
る
事
務

所
を
公
共
施
設
に
置
い
て

い
い
か
ど
う
か
、
解
決
し

て
い
な
い
。
条
例
に
も
規

定
さ
れ
る
の
で
、
基
本
的

考
え
方
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　
　

第
三
セ
ク
タ
ー
な

ど
で
も
、
主
た
る
事
務
所

を
公
共
施
設
に
置
く
事
例

が
あ
る
。
そ
こ
と
比
較
し
、

団
体
の
位
置
づ
け
、
性
格

町
長

質
疑
と
答
弁

な
ど
を
分
析
し
、
次
の
議

会
ま
で
に
し
っ
か
り
し
た

根
拠
、
考
え
方
を
示
し
た

い
。

【
農
業
者
へ
の
支
援
を
拡

充
】

　

① 

農
業
者
が
、
生
産
基
盤

整
備
な
ど
の
た
め
に
借

り
入
れ
る
「
農
業
振
興

資
金
」
に
対
す
る
利
子

補
給
の
対
象
資
金
種
類

に「
小
規
模
土
地
改
良
」

を
追
加
す
る

　

② 

農
業
者
の
定
義
を
「
個

人
及
び
法
人
」
と
明
確

に
す
る
内
容
の
、
農
業

振
興
資
金
利
子
補
給
条

例
の
改
正
が
決
ま
り
ま

し
た
。

【「
体
育
指
導
委
員
」か
ら

「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」へ
】

　
　

国
の
法
律
「
ス
ポ
ー
ツ

基
本
法
」
が
成
立
し
た
こ

と
に
よ
り
、「
体
育
指
導

委
員
」
が
「
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
」
に
な
る
た
め
、

関
係
条
文
が
修
正
さ
れ
ま

し
た
。

【
要
望
意
見
書
を
提
出
】

　
　

国
に
対
し
て
、
要
望
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た

（
内
容
は
、
Ｐ
25
に
掲
載
）。

　

①
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
施
策
の
積
極
的
な
展

開
に
関
す
る
要
望
意
見

書

　

②
平
成
24
年
度
農
業
予
算

編
成
に
関
す
る
要
望
意

見
書

　

③
軽
油
引
取
税
の
課
税
免

除
措
置
な
ど
の
恒
久
化

を
求
め
る
要
望
意
見
書

【
交
通
事
故
の
和
解
等
の
専

決
処
分
】

　
　

町
長
か
ら
、
交
通
事
故

に
対
す
る
和
解
及
び
損
害

賠
償
額
を
定
め
る
専
決
処

分
の
報
告
を
受
け
、
了
承

し
ま
し
た
。

【
教
育
委
員
会
の
活
動
状
況

点
検
、
評
価
報
告
】

　
　

教
育
委
員
長
か
ら
、
平

成
22
年
度
の
教
育
委
員
会

の
活
動
状
況
点
検
、
評
価

報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
内

容
を
了
承
し
ま
し
た
。

【
例
月
出
納
検
査
結
果
報
告
】

　
　

監
査
委
員
か
ら
、
６
月
、

７
月
の
現
金
出
納
状
況
な

ど
の
検
査
結
果
報
告
を
受

け
、
了
承
し
ま
し
た
。

　『議会広報編集特別委員会』では、より
読みやすく、親しみやすい広報誌を目指し
て、常に検討しながら作業にあたっていま
す。
　多くの住民の皆さんにごらんいただくた
め、また、住民の皆さんの声を多く取り入
れるため「こういった内容を取り上げられ
ないか？」「こういう紙面構成にしてみては？」など、どのようなことでも構いません。皆さんの
御意見・御要望をどんどんお寄せください。お待ちしています。

議会だよりへの御意見・御要望を募集します！

【お問い合わせ先】〒099-2392　大空町女満別西３条４丁目１番１号 大空町役場内
 大空町議会事務局　TEL:0152-74-2111（内線266）
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全
体
の
収
入

が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
や

っ
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら

な
い
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う

が
、
ど
の
程
度
の
持
ち
出

し
が
出
て
く
る
の
か
。

　
　

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
関
連
す
る
部
分
の
就

労
が
多
い
と
、
多
少
の
赤

字
も
許
容
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
。
十
二
分
に
そ
の

辺
も
考
え
て
進
め
て
い
た

松
岡
議
員

だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
23

年
度
で
３
４
５
万
円
、
２

年
目
で
１
６
０
万
円
、
３

年
目
で
十
数
万
円
程
度
の

負
担
を
見
込
ん
で
お
り
、

４
年
目
以
降
は
大
幅
な
収

益
に
な
る
か
ど
う
か
、
集

客
に
よ
り
変
動
が
あ
る
か

と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

十
分
検
討
し
な
が
ら
進
め

産
業
建
設
課
長

た
い
。

　
　
　
　
　
　

よ
っ
ぽ
ど
大

き
な
イ
チ
ゴ
の
実
が
な
り
、

満
足
で
き
る
も
の
で
あ
れ

ば
よ
い
が
、
小
さ
な
イ
チ

ゴ
で
、
高
い
も
の
を
買
わ

さ
れ
た
と
い
う
ふ
う
に
な

っ
て
は
、
マ
イ
ナ
ス
で
は

な
い
か
。
行
っ
て
よ
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
よ
う
、
ほ

か
の
町
よ
り
も
い
い
も
の

を
つ
く
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

今
、「
と

ち
お
と
め
」
と
い
う
品
種

で
試
算
し
て
お
り
、
色
、

つ
や
が
よ
く
大
き
さ
も
あ

り
、
食
べ
て
も
甘
い
と
い

う
こ
と
で
、
ほ
か
の
施
設

を
拝
見
し
た
中
で
は
好
評

と
聞
い
て
い
る
。

　
　

き
れ
い
な
環
境
で
と
っ

て
い
た
だ
き
、
イ
チ
ゴ
自

体
も
き
れ
い
な
状
態
で
食

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
考

え
て
お
り
、
車
い
す
で
も

入
っ
て
と
れ
る
な
ど
、
環

境
に
も
配
慮
し
た
い
。

【
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業
補

助
金
】

　
　
　
　
　
　

町
は
、
い
つ

か
ら
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会

中
堀
議
員

産
業
建
設
課
長

品
田
議
員

に
入
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

ま
ず
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
町
民
の
方
に
十
分
御

理
解
い
た
だ
い
た
後
に
、

町
と
し
て
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
事
業
に
参
画
し
た
い
。

　
　

商
工
会
で
は
ス
タ
ン
プ

会
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
移
る

と
い
う
こ
と
で
、
町
と
し

て
支
援
し
、
ぜ
ひ
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
を
成
功
さ
せ
て

町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た

い
。

　
　
　
　
　
　

行
政
と
し
て
、

ポ
イ
ン
ト
の
発
行
を
見
送

る
こ
と
、
加
盟
店
に
な
ら

産
業
課
長

小
島
議
員

　
　
　
　
　
　

機
種
の
選
定

は
、
商
工
会
と
十
分
協
議

し
た
い
。

【
障
が
い
者
福
祉
施
設
の
供

用
開
始
に
向
け
て
】

　

旧
東
藻
琴
診
療
所
施
設
を

障
が
い
者
福
祉
施
設
に
改
修

中
で
あ
り
、
平
成
24
年
度
か

ら
の
供
用
開
始
に
向
け
て
、

「
大
空
町
障
が
い
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
条
例
」
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
指

定
管
理
者
制
度
に
よ
る
管
理

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
名
称
が
７
月
29
日

ま
で
公
募
さ
れ
、「
大
空
町

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ち

あ
ふ
る
」
に
決
定
し
ま
し
た

（
※
ち
あ
ふ
る
⇩
「
智
」「
愛
」

「
ｆ
ｕ
ｌ
ｌ
」
の
意
味
が
こ

め
ら
れ
て
い
ま
す
。）。
本
町

の
障
が
い
者
福
祉
施
策
の
拠

点
に
な
る
施
設
で
あ
り
、
ま

す
ま
す
の
福
祉
向
上
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

【
寄
附
金
税
額
控
除
の
適
用

対
象
を
追
加
】

　

地
方
税
法
の
改
正
に
基
づ

き
、
寄
附
金
税
額
控
除
対
象

に
特
定
非
営
利
活
動
法
人
め

ま
ん
べ
つ
観
光
協
会
を
追
加

す
る
な
ど
の
内
容
に
、
大
空

副 

町 

長

な
い
こ
と
を
決
断
し
た
の

か
。
ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
の
機
種
選
定
に
、
行

政
は
か
か
わ
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　

町
の
行
事
へ

参
加
し
た
際
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
発
行
す
る
。
来
年
４

月
か
ら
、
町
が
加
盟
店
と

し
て
事
業
に
参
加
す
る
こ

と
は
明
確
に
話
し
て
お
り
、

今
後
の
や
り
方
を
商
工
会

と
協
議
し
た
い
。

　
　

町
と
し
て
、
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
機
器
の
運
用
方
式

な
ど
は
準
備
段
階
か
ら
か

か
わ
り
検
討
し
て
き
た
が
、

そ
の
機
種
、
メ
ー
カ
ー
な

ど
は
協
議
し
て
い
な
い
。

産
業
課
長

そらっきーポイントカードの運用が始まりました。
　町のイベントなどに参加した場合のポイント
も検討されています。

イチゴハウス栽培事例を調査しました〔㈱ニチダン旭川　観光農園にて〕
（H23.02.09　産業建設常任委員会　行政視察調査）
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食
の
安
全
・
安
心
に

対
す
る
考
え
方
は

議
員

　
　
　

原
発
事
故
以
来
、
心

配
さ
れ
て
い
る
方
々
を
あ

お
る
よ
う
に
新
聞
等
で
放

射
線
な
ど
の
報
道
が
さ
れ

て
い
る
。
近
く
の
ス
ー
パ

ー
で
、
セ
シ
ウ
ム
を
含
む

疑
い
の
あ
る
牛
肉
が
販
売

さ
れ
て
い
る
新
聞
記
事
が

出
た
。
放
射
能
ば
か
り
で

な
く
、
残
留
農
薬
や
殺
虫

剤
な
ど
、
不
安
に
思
う
町

民
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

野
田
新
総
理
も
、
早
急

に
食
の
安
全
、
安
心
に
取

り
組
む
と
言
っ
て
い
た
。

我
が
町
の
安
全
、
安
心
も

行
政
に
ゆ
だ
ね
た
い
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え

を
持
っ
て
い
る
か
。

（一般質問2名）

町政を問う！ 　平成23年第３回定例
会で、２人の議員から
町の施策などに関する
一般質問がありました。
※ 　質問、答弁内容は要約し
て掲載しております。詳細
は両地区図書館備えつけの
会議録をごらんください。

大
空
町
の
食
の
安
全
は中　

堀　

君　

子 

議
員

町
長

　
　
　

原
子
力
安
全
委
員
会

が
提
示
し
た
指
標
を
も
と

に
、
厚
生
労
働
省
が
食
品

に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質

の
暫
定
規
制
値
を
定
め
て

お
り
、
上
回
る
場
合
は
食

用
に
で
き
な
い
。
加
工
食

品
も
、
原
材
料
段
階
で
調

査
さ
れ
て
い
る
。

　
　

各
都
道
府
県
で
検
査
し
、

厚
生
労
働
省
が
集
約
し
て

公
表
し
て
お
り
、
出
荷
制

限
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

そ
の
場
合
、
原
子
力
対
策

本
部
か
ら
知
事
あ
て
に
指

示
が
出
て
、
関
係
業
者
に

要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
消
費
段
階
で
特
別

な
対
策
を
と
る
必
要
が
な

い
と
さ
れ
て
お
り
、
今
の

国
の
基
準
、
対
応
を
了
と

し
て
理
解
願
い
た
い
。

役
場
で
対
応
で
き
な
い
か

議
員

　
　
　

国
の
基
準
と
い
っ
て

も
、
町
民
か
ら
す
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
で
は
心
配
。
基

準
以
下
で
も
安
心
は
禁
物

と
、
新
聞
に
も
出
て
い
た
。

　
　

町
民
の
安
全
、
安
心
と

い
う
な
ら
、
役
場
で
も
対

応
で
き
な
い
か
。

町
長

　
　
　

例
え
ば
町
で
機
械
を

購
入
し
、
数
値
を
は
か
る

こ
と
が
可
能
だ
っ
た
と
し

て
も
、
一
人
一
人
の
安
心

を
培
う
に
は
至
ら
な
い
と

感
じ
て
い
る
。
一
つ
の
よ

り
ど
こ
ろ
を
つ
く
り
、
厳

格
に
守
る
こ
と
が
い
い
の

で
は
な
い
か
。
国
が
示
し

て
い
る
基
準
を
し
っ
か
り

守
り
、
対
応
し
て
い
く
こ

と
で
御
理
解
い
た
だ
き
た

い
。

　
　

町
と
し
て
、
放
射
能
に

関
す
る
御
相
談
は
、
ま
ず

福
祉
課
で
受
け
、
具
体
的

内
容
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
で
の
説
明
、
情

報
提
供
に
努
力
し
た
い
。

大空町議会ホームページ大空町議会ホームページ
●大空町ホームページの中に「議会ホームページ」を開設しています。
議会の動向、議事日程、議決結果や会議録なども随時更新の上掲載
しておりますので、ぜひ御覧ください。
●http://www.town.ozora.hokkaido.jp/　からアクセス

「食」は生活、そして命の基本です。
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町
に
責
務
が

あ
る
の
で
は
な
い
か

議
員

　
　
　

女
満
別
に
は
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
が
で
き
る
公
園
が

２
カ
所
あ
り
、
女
満
別
駅

の
そ
ば
の
公
園
を
訪
ね
た
。

あ
る
方
か
ら
、
朝
日
ヶ
丘

公
園
ま
で
は
自
転
車
で
行

け
ず
、
車
を
持
た
な
い
の

で
こ
こ
で
ず
っ
と
プ
レ
ー

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
た

ま
に
は
見
晴
ら
し
の
い
い

朝
日
ヶ
丘
公
園
に
も
行
っ

て
み
た
い
と
い
う
話
が
あ

っ
た
。

　
　

郊
外
に
公
園
を
つ
く
っ

た
町
と
し
て
、
町
民
が
ひ

と
し
く
集
え
る
よ
う
に
配

慮
す
る
責
務
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

町
長

　
　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、

複
数
の
方
々
で
楽
し
む
側

面
も
あ
る
。
自
家
用
車
を

お
持
ち
の
方
と
乗
り
合
わ

せ
た
り
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
を
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

朝
日
ヶ
丘
公
園
ま
で
の
足
の
確
保
を

5
年
、
10
年
先
で
も

足
の
確
保
を

議
員

　
　
　

自
家
用
車
に
相
乗
り

し
て
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

ん
な
あ
つ
か
ま
し
い
こ
と

は
言
え
な
い
と
い
う
話
も

聞
い
た
。
で
き
る
こ
と
な

ら
週
１
回
、
月
２
回
で
も

車
を
出
し
て
ほ
し
い
と
い

う
切
実
な
こ
と
で
あ
る
。

５
年
、
10
年
先
で
も
い
い

の
で
、
バ
ス
の
確
保
、
足

の
確
保
を
お
考
え
い
た
だ

き
た
い
。

町
長

　
　
　

隣
近
所
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
、
だ
ん
だ
ん
希

薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
状

を
ど
う
に
か
す
る
、
そ
う

い
う
地
域
、
社
会
づ
く
り

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

高
齢
者
の
移
動
を
考
え

た
交
通
手
段
は
、
町
と
し

て
検
討
す
る
べ
き
大
き
な

課
題
だ
と
認
識
し
て
お
り
、

地
域
の
そ
う
い
っ
た
手
段

の
構
築
に
努
力
し
た
い
。

　
　

定
期
的
な
福
祉
バ
ス
の

利
用
申
請
に
よ
り
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
を
や
れ
る
シ
ー

ズ
ン
に
何
人
か
ま
と
ま
っ

て
朝
日
ヶ
丘
公
園
へ
移
動

し
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
も
相
談
を
受
け
な
が

ら
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　

10
人
乗
り
程
度
の
車
を

確
保
で
き
な
い
か

議
員

　
　
　

集
ま
っ
て
も
５
人
か

６
人
く
ら
い
な
ら
、
福
祉

バ
ス
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

10
人
乗
り
程
度
の
車
を
考

え
ら
れ
な
い
か
。

町
長

　
　
　

５
人
し
か
い
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
御
近
所
で
乗

り
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
の
ほ
う
が
効
率
が
い
い

の
で
は
な
い
か
。
少
数
の

方
々
の
意
見
は
大
切
だ
が
、

10
人
乗
り
の
バ
ス
を
走
ら

せ
る
よ
う
な
考
え
に
は
至

ら
な
い
。

地
域
防
災
計
画
、
水
防
計
画
、

国
民
保
護
計
画
の
見
直
し
は

品　

田　

好　

博 

議
員

地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
範
囲
は

議
員

　
　
　

地
域
性
を
重
視
し
た

現
実
的
計
画
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
が
、
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
範
囲
を

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

町
長

　
　
　

津
波
、
地
震
の
想
定

震
度
、
避
難
施
設
の
耐
震

性
の
課
題
や
、
本
町
の
過

去
の
災
害
を
踏
ま
え
地
域

性
を
考
慮
し
た
内
容
に
な

る
よ
う
検
討
し
た
い
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

立
て
て

議
員

　
　
　

過
日
の
大
雨
の
よ
う

な
場
合
に
は
直
接
的
被
害

が
ど
の
程
度
か
と
い
っ
た
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
立

て
て
ほ
し
い
。
ミ
ニ
マ
ム

な
計
画
が
必
要
。

町
長

　
　
　

具
体
的
数
字
を
積
み

上
げ
て
検
証
す
る
作
業
は

必
要
。
災
害
が
多
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
想
定
し
た

中
で
見
直
し
を
図
り
た
い
。

災
害
は
な
く
せ
ず
と
も

減
災
は
で
き
る

議
員

　
　
　

防
災
を
日
常
的
に
議

論
で
き
る
、
町
民
防
災
会

議
の
設
置
を
提
唱
す
る
。

本
町
で
同
じ
こ
と
が
起
き

た
ら
ど
う
す
る
か
と
い
う

こ
と
を
、
日
常
的
に
考
え

る
会
議
が
あ
っ
て
い
い
の

で
は
な
い
か
。

町
長

　
　
　

町
民
皆
さ
ん
が
メ
ン

バ
ー
と
な
る
防
災
会
議
の

必
要
性
は
、
十
分
理
解
す

る
。
地
域
で
自
主
防
災
組

織
を
つ
く
る
こ
と
へ
の
支

援
を
、
町
が
行
う
こ
と
で

朝日ヶ丘公園パークゴルフ場までの移動手段の確保を
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町
長

　
　
　

昨
年
６
月
に
福
祉
タ

ク
シ
ー
制
度
の
大
幅
見
直

し
を
行
い
、
利
用
対
象
者

を
拡
充
し
た
。
評
価
し
た

後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
福
祉
課
長
　
　

福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
対
象
者
１
、
３
７
２

人
中
８
０
３
人
に
交
付
し
、

そ
の
う
ち
59
・
６%

が
利

用
し
た
。

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

制
度
に

議
員

　
　
　

数
人
の
方
に
聞
い
た

と
こ
ろ
、
町
外
へ
通
院
す

る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
後
、

用
を
足
す
の
に
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
を
使
え
た
ら
と
い

う
話
が
あ
っ
た
。
ニ
ー
ズ

に
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
制
度

を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

　
　
　

そ
れ
以
外
で
も
お
使

い
に
な
る
場
面
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
町
が
交
付

し
て
い
る
部
分
は
、
ぜ
ひ

地
元
の
中
で
利
用
い
た
だ

き
た
い
。

住
生
活
基
本
計
画
に
基
づ
く

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
は

住
宅
事
情
の
変
化
を
先

取
り
し
た
政
策
が
必
要

議
員

　
　
　

少
子
高
齢
化
が
進
行

す
る
中
、
住
宅
事
情
の
変

化
を
先
取
り
し
た
体
系
的

住
宅
政
策
が
必
要
。
住
宅

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
の

考
え
は
あ
る
か
。

　
　

ま
た
、
公
営
住
宅
長
寿

命
化
計
画
と
の
関
連
性
は
。

町
長

　
　
　

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
と
住
生
活
基
本
計
画
の

趣
旨
は
、
同
義
と
考
え
て

い
る
。
大
空
町
に
は
、
全

町
を
カ
バ
ー
す
る
住
宅
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
な
い
た

め
、
住
生
活
基
本
計
画
を

策
定
し
て
い
き
た
い
。

　
　

長
寿
命
化
計
画
は
、
住

生
活
基
本
計
画
の
内
数
と

し
て
考
え
て
い
る
。

はなぞの団地町営住宅。社会情勢に即した対応を。

　10月27日に津別町で開催された「平成23年度北網ブロック町議会議員研修会」に、10名の議員が
参加しました。
　ＮＨＫ札幌放送局ニュースデスク　川野明彦氏を講師に、「政治の現場とニュース報道」と題して、
報道側から見た国政の状況などをわかりやすくお話いただきました。

議  員  研  修  会
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考
え
て
い
る
。

町
民
の
認
識
度
は

議
員

　
　
　

水
防
計
画
、
国
民
保

護
計
画
で
は
、
サ
イ
レ
ン

信
号
を
町
民
に
周
知
す
る

よ
う
明
示
さ
れ
て
い
る
が
、

過
日
の
防
災
訓
練
で
も
実

施
さ
れ
な
か
っ
た
。
町
民

の
認
識
度
を
ど
う
お
考
え

か
。

町
長

　
　
　

何
の
目
的
の
サ
イ
レ

ン
か
、
町
民
に
十
分
認
知

さ
れ
て
い
な
い
。
防
災
訓

練
や
、
い
ろ
い
ろ
な
周
知

活
動
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

し
た
い
。

中
間
報
告
会
の
必
要
性

議
員

　
　
　

東
日
本
大
震
災
の
支

援
が
継
続
さ
れ
て
い
る
が
、

町
民
へ
の
中
間
報
告
会
が

あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
。

町
長

　
　
　

町
民
皆
さ
ん
、
特
に

子
供
た
ち
を
中
心
と
し
て
、

伝
え
る
機
会
を
つ
く
り
た

い
。

三
つ
の
計
画
を
議
決
事

件
に

議
員

　
　
　

地
域
防
災
計
画
、
水

防
計
画
、
国
民
保
護
計
画

の
見
直
し
は
、
議
会
へ
の

周
知
と
責
任
を
分
か
ち
合

う
観
点
か
ら
議
決
事
件
に

し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、

町
長
の
お
考
え
は
。

町
長

　
　
　

現
在
検
討
さ
れ
て
い

る
自
治
基
本
条
例
の
中
で

の
位
置
づ
け
、
方
向
性
が

十
分
固
ま
っ
て
い
な
い
の

で
、
御
意
見
も
参
考
に
し

た
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
は

議
員

　
　
　

公
共
施
設
や
民
間
企

業
等
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
状

況
と
設
置
後
の
講
習
会
実

施
回
数
、
参
加
延
べ
人
数

及
び
網
走
地
区
消
防
組
合

と
事
業
所
等
と
の
連
携
は
。

町
長

　
　
　

消
防
署
で
行
う
普
通

救
命
講
習
と
、
企
業
や
自

治
会
な
ど
の
要
請
に
よ
り

行
う
講
習
が
あ
り
、
平
成

22
年
度
は
35
回
開
催
し
、

５
４
６
人
が
受
講
さ
れ
た
。

　
　

消
防
署
と
連
携
し
て
講

習
受
講
に
取
り
組
み
、
民

間
事
業
所
に
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
設

置
に
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
効
率
活
用
の

真
剣
な
取
組
を

議
員

　
　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
な
い
と
こ

ろ
に
貸
し
出
し
す
る
ル
ー

ル
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
。

町
長

　
　
　

今
の
設
置
数
で
十
分

か
、
さ
ら
に
検
証
し
た
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
周
知
と

フ
ォ
ロ
ー
体
制
は

透
析
患
者
へ
の
通
院

交
通
費
の
助
成
拡
大
は

助
成
拡
大
が

必
要
で
は
な
い
か

議
員

　
　
　

透
析
患
者
の
肉
体
的
、

精
神
的
苦
痛
か
ら
将
来
不

安
を
除
去
す
る
た
め
、
交

通
費
助
成
の
拡
大
が
必
要

で
は
な
い
か
。

町
長

　
　
　

町
で
は
、
心
身
障
が

い
者
に
対
す
る
助
成
制
度

を
設
け
て
い
る
。
昨
年
４

月
に
は
、
福
祉
有
償
運
送

サ
ー
ビ
ス
事
業
も
対
象
に

す
る
拡
充
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
評
価
の
上
、

今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

町
外
利
用
の
需
要
が

高
ま
っ
て
い
る
の
で
は

議
員

　
　
　

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利

用
状
況
は
。

　
　

重
度
心
身
障
が
い
者
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
の

町
外
利
用
に
つい
て

高
齢
者
の
社
会
活
動
の
拡

大
、
推
進
を
考
え
る
と
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
町
外
利

用
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

≪ＡＥＤ（自動体外式除細動器）≫
　『心室細動(しんしつさいどう)』
（＝心臓の心室が小刻みに震え、
全身に血液を送ることができない
状態）の状態のときに、機器が自動
的に解析を行い、必要に応じて電
気的ショックを与え、心臓の働き
を戻すことを試みる医療機器です。
　救命が１分おくれるごとに10
％ずつ救命率が落ちていくといわ
れており、対応には緊急を要しま
す。

一 口 メ モ  

ＡＥＤの設置施設等(総務課長答弁)
公 共 施 設 等 民 間 施 設 等

女 満 別 地 区 東 藻 琴 地 区 女 満 別 地 区 東 藻 琴 地 区

◆道の駅「メル
ヘンの丘めま
んべつ」
◆女満別高等学
校
◆女満別幼稚園
◆女満別小学校
◆豊住小学校
◆女満別中学校
◆大空消防署
◆女満別Ｂ＆Ｇ
海洋センター
◆女満別農業構
造改善センタ
ー
◆ゲートボール
センター

◆東藻琴幼稚園
◆東藻琴小学校
◆東藻琴中学校
◆東藻琴高等学
校

◆大空消防署東
藻琴出張所

◆ふれあいセン
ターフロック
ス

◆東藻琴農村環
境改善センタ
ー

◆東藻琴Ｂ＆Ｇ
海洋センター

◆女満別空港
◆女満別ゴルフ
コース

◆特別養護老人
ホーム女満別
ドリーム苑

◆ボッシュ㈱
◆ＪＡめまんべ
つ

◆北海道畜産公
社北見事業所
◆特別養護老人
ホーム東藻琴
福寿苑
◆ＪＡオホーツ
ク網走東藻琴
支所

防災訓練の様子。万が一のときの対応
のために。
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 そのほかの議題
　■ 議会基本条例を「町民と共に学ぶ」講演会のスケジュール等の確認

★　第７回特別委員会（10/17開催）
議　　　　題 各委員からの意見など

    

確認し、町民の意思を反映させるため、地方自治法（昭
和２２年法律第６７号。以下「法」という。）第９６
条第２項に基づく議会の議決事件とする計画は、次の
とおりとします。

　(1)　大空町総合計画
　(2)　大空町地域福祉計画
　(3)　大空町障がい者計画
　(4)　大空町障がい福祉計画
　(5)　地域防災計画
　(6)　地域水防計画

■ 前委員会での検討事項の確認⇒条例素案第９条に関
する委員会意見等の整理

　（委員会等の活動及び全議員協議会の設置）
第9条　議会は、常任委員会、議会運営委員会、特別委
員会（以下「委員会等」という。）を設置して所管事
務及び付託事件の審査、調査の充実を図り、議会機能
の拡充に努めます。

２　委員会等は、前項の審査・調査及び町政の課題に適
切かつ迅速に対応するよう努めます。

３　議会は、委員会等のほか議会運営調整並びに町長等
の政策の課題の審査に迅速に対応するため全員協議会
を設置し、議会運営の充実を図ります。

■ 条例素案・第10条の検討
　（議会事務局、議会図書の充実）
第10条　議長は、議会及び議員の政策形成及び立案を
補助するため、議会事務局の調査、法務機能の充実を
図るよう努めます。

２　議会は、大空町図書館の連携、協力に基づき議会図
書の充実を図るよう努めます。

３  議長は、事務局職員の任用に際して、行政からの独
立した機関としての機能を向上させるように努めます。

ていく。
● 「法人に対する出資」を議決事項にすることに賛成。
● 地域福祉計画、障がい者計画、障がい者福祉計画な
どは、各論的計画と認識している。
　 高齢者保健福祉計画、介護保険事業計画は平成23年
度に終わる計画であるが、根幹をなす福祉計画と聞い
ており、重要な計画ではないか。
● 今の日本の状況からすると、国民保護計画が重要な
計画になるのではないか。見直し予定の計画であり、
その際は議決していかなければならない。
● 総合計画実施計画を見直しして議会に報告するので
あれば、議決事項を基本計画までとすることは理解で
きる。見直し後の実施計画を議会へ報告することを明
確にしておく必要がある。
● 第８条の見出し「議決事項の定め」は、地方自治法
第96条第１項の関係からすると、「議決事件の拡大」
のほうがわかりやすいのではないか。
● 全員協議会での協議案件を整理し、協議会の意味合
いを確認する必要がある。
● 全員協議会での審議内容と常任委員会での審議内容
を、しっかり整理する必要がある。
● 全員協議会の位置づけにより、常任委員会の運営に
影響が出るおそれがある。
● 全員協議会の案件を特定させるのは、難しい。
● 常任委員会委員長の判断で、全員協議会でも協議す
ることを決める方向性は尊重するべき。
● 全員協議会が公務になることから、常任委員会での
協議を基本として進めていく。

● 図書を置く場所がない中で条文に明記するのは、現
実性に乏しいのではないか。
● 図書配置スペースは、議員控室に配置している程度
にとどめ、必要があれば図書館で勉強してもらうこと
が確認された経過がある。
● 「大空町図書館の連携、協力」の解釈が問題。
● 会議録を閲覧に付すなど、すでに連携、協力の体制
にある。
● 図書をきちんと整備するため、図書管理に関する要
綱の制定などを想定。
● 図書利用実績を調査しながら進める必要がある。条
文に規定する以上、議会側に責任が生じる。
● 「連携、協力」という、あいまいな表現ではなく、「会
議録を閲覧に付す」というように、項目を挙げたほう
が具体的になる。
● 個別具体的な部分まで条例に規定せず、要綱等で対
応しては。
● 第10条第３項に関して、議会側の政策提案を突き詰
めて考え、事務局職員の専門性を考慮すると、短期異
動の適否に懸念を抱いている。この条文で、一定期間
の職員配置が担保されるのか。
● 職員の異動に関する人事権は執行側にあり、議会側
にはない。「行政側と調整する」程度の規定しかでき
ないのでは。
● 北海道町村議会議長会事務局などで職員を養成し、
事務局長に限っては、そこからの出向職員が担うこと

特別委員会での審議風景
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第５回、第７回特別委員会の審議概要は、次のとおりです。
★　第５回特別委員会（８/30開催）

議　　　　題 各委員からの意見など

「参考人」として出席を求め、意見交換を実施
　「大空町議会基本条例」策定に向け、本特別委員会で内容の協議、検討を行っています。
　一方、町では「自治基本条例(仮称)検討委員会（以下「検討委員会」）」の中で「大空町自治基本条例(仮
称)」の制定に向けた検討がされており、８月31日に
は自治基本条例(仮称)中間報告(案)の町民説明会が開
催されました。
　自治基本条例(仮称)案に議会に関する規定があるこ
と、また、議会基本条例案の検討に対する要望事項
が検討委員会から提出されたことなどから、議会基
本条例案の今後の審議のため、検討委員会の正副委
員長に本特別委員会へ参考人として出席を求め、事
務局担当の総務課参事にも同席いただき、中間報告
(案)の説明を受けた後に意見交換を行いました。

議会基本条例策定特別委員会
大空町自治基本条例(仮称)検討委員会委員長、副委員長に対し

～第６回　議会基本条例策定特別委員会～（9/21開催）

■ 条例素案・第６条の検討⇒行政側とのかかわりあい
が強い内容であり、前回開催委員会で行政側との調整
が必要と判断。協議結果を含め、再度検討。
　（町長による政策等の形成過程の説明）
第６条　議会は、町長が提案する計画、事業等について
は、次に掲げる事項の決定過程を明らかにするよう説
明を求めます。
　(1)　政策等を必要とする背景に関すること
　(2)　提案に至るまでの経緯に関すること
　(3)　町民参加の有無及びその状況に関すること
　(4)　総合計画との整合性に関すること
　(5)　財政措置状況に関すること
　(6)　将来にわたる効果及び費用に関すること
２　議会は、前項の提案を審議するに当たっては、立案
・執行における論点及び争点を明らかにするとともに、
執行後における政策評価について調査、審議すること
に努めます。
■ 条例素案・第７条の検討⇒行政側とのかかわりあい
が強い内容であり、前回開催委員会で行政側との調整
が必要と判断。協議結果を含め、再度検討。
　（予算及び決算における政策説明資料の要求）
第７条　議会は、予算案及び決算の審議に当たっては、
前条の規定に準じ、施策又は事業等の区分により政策
の説明資料を作成するよう求めます。
２　議会は、予算編成の基礎となる総合計画の進行状況
について、報告を求めます。
■ 条例素案・第８条の検討⇒行政側とのかかわりあい
が強い内容であり、前回開催委員会で行政側との調整
が必要と判断。協議結果を含め、再度検討。
　（議決事項の定め）
第８条　議会は、町政における重要な計画等の決定に参
画する観点と執行機関の政策執行に関する計画を点検

● 行政側は、素案の内容で了承。

● 行政側との協議の中で、「政策の説明資料」は町民目
線で、町民にわかりやすい解説をする方向との話であ
ったが、計画書の題名や報告書の項目などで行政用語、
議会用語が乱立されており、内容を検討していく必要
がある。

● 総合計画は、基本構想と基本計画を議決事項とし、
実施計画は予算審議に関連した事項として整理する。
● 条文に個別の計画名は記載せず、「町政に係る重要な
計画」と記載し、その内容は特別委員会で検討しなけ
ればならない。
● 「法人に対する出資」を議決事項にすることを確認し

自治基本条例（仮称）検討委員会水野委員長（中央）、久野副
委員長（右）、総務課参事（左）
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現
在
「
議
会
基
本
条
例
策

定
特
別
委
員
会
」
で
は
、
大

空
町
議
会
基
本
条
例
の
策
定

に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
議
会
基
本
条
例
と

は
何
か
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

も
議
員
と
一
緒
に
認
識
を
深

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
北
海
道
町
村
議

会
議
長
会　

勢
籏
了
三　

事

務
局
長
を
講
師
と
し
て
お
招

き
し
、
議
会
基
本
条
例
に
関

す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
30
人
の
町
民
の
方

が
御
参
加
く
だ
さ
り
、
勢
籏

事
務
局
長
か
ら
全
国
的
な
事

例
な
ど
を
ま
じ
え
な
が
ら
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

勢
籏
事
務
局
長
の
講
演
概
要

　

住
民
に
知
る
権
利
が
保
障

さ
れ
て
い
な
い
と
、
民
主
主

義
は
成
り
立
た
な
い
。
一
方
、

住
民
の
選
挙
で
選
ば
れ
る
議

会
は
、
議
決
さ
れ
た
こ
と
や

議
会
で
の
議
論
な
ど
、
住
民

に
対
し
て
常
に
説
明
責
任
を

負
う
。
そ
こ
で
登
場
し
た
の

が
、
議
会
報
告
会
と
い
う
絶

好
の
機
会
で
あ
り
、
住
民
に

対
し
て
説
明
責
任
を
果
た
す

有
効
な
手
段
と
し
て
今
、
機

能
し
つ
つ
あ
る
。
議
会
報
告

会
の
取
組
が
後
退
し
な
い
よ

う
に
定
め
た
の
が
、
議
会
基

本
条
例
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

限
ら
れ
た
人
し
か
議
会
報

告
会
に
集
ま
ら
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
継
続
す
る
姿
勢
を

示
さ
な
け
れ
ば
、
せ
っ
か
く

始
め
た
意
義
が
な
い
。
議
会

に
と
っ
て
厳
し
い
意
見
も
あ

る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
大
事

な
意
見
と
し
て
受
け
入
れ
な

け
れ
ば
、
立
派
な
議
会
基
本

条
例
を
つ
く
り
、
議
会
報
告

会
を
や
っ
て
も
先
細
り
す
る
。

普
段
、
議
会
を
傍
聴
で
き
な

い
方
々
が
、
議
会
報
告
会
に

参
加
さ
れ
て
述
べ
ら
れ
た
意

見
や
苦
情
じ
み
た
こ
と
も
、

議
会
側
は
大
事
な
意
見
と
し

て
と
ら
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

全
国
で
初
め
て
議
会
基
本
条

例
を
策
定
し
た
栗
山
町
議
会

で
は
、
議
会
報
告
会
で
の
住

民
か
ら
の
意
見
は
、
住
民
か

ら
の
陳
情
、
請
願
と
同
じ
位

置
づ
け
に
し
て
い
る
。

　

議
会
は
、
住
民
に
向
か
っ

て
議
会
を
改
革
し
よ
う
と
し

て
お
り
、
議
員
一
人
一
人
が

バ
ラ
バ
ラ
で
は
、
す
ぐ
住
民

に
見
放
さ
れ
て
し
ま
う
。
議

会
改
革
に
か
け
る
情
熱
は
本

物
だ
と
い
う
印
象
を
持
た
れ

る
よ
う
に
、
議
会
は
ま
と
ま

り
を
見
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

対
外
的
、
つ
ま
り
住
民
に

向
か
っ
て
、
議
決
ま
で
の
意

見
や
議
決
結
果
を
説
明
す
る

責
任
は
、
本
来
議
長
に
あ
る

の
だ
と
思
う
。
市
町
村
の
議

会
は
、
マ
ス
コ
ミ
対
応
が
十

分
で
は
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ

か
マ
ス
コ
ミ
を
避
け
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
い
。
定
例
会
の

都
度
、
会
見
を
開
い
た
り
す

れ
ば
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
も
議

会
に
よ
り
関
心
を
深
め
て
取

材
し
て
く
れ
る
し
、
そ
れ
が

新
聞
記
事
な
ど
に
も
な
れ
ば
、

住
民
の
方
々
の
読
む
機
会
が

ふ
え
る
。

　

議
会
報
告
会
が
第
一
に
大

事
で
あ
り
、
対
外
的
に
議
長

の
出
番
が
も
っ
と
ふ
え
て
い

い
と
思
う
。
そ
う
い
う
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

※ 　

講
演
記
録
の
全
文
は
、

大
空
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
メ
ニ
ュ
ー
「
議
会
基

本
条
例
策
定
特
別
委
員

会
」
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
ら
ん
く
だ
さ

い
。

日　時／平成23年９月27日（火）午後６時30分～
会　場／大空町議事堂文化ホール
講　師／北海道町村議会議長会　事務局長　勢籏　了三　氏
演　題／「議会基本条例って何ですか」

　　町民皆さんと一緒に
　　　　　「議会基本条例」を考える
『議会基本条例を「町民と共に学ぶ」講演会』を開催しました。

勢籏事務局長
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※　記載している条文の内容は、あくまでも議論のたたき台となる素案です。
　前文から附則まで、議会基本条例素案の検討が一巡しました。
　これまで開催した委員会の中で各委員から出された意見等を集約し、条文案を確定させるため、さらに議
論を深め、検討していきます。

■ 条例素案・第11条の検討
　（議員研修の充実）
第11条　議会は、議員の政策形成並びに立案能力の向
上に資する研修の充実強化を図ります。

■ 条例素案・第12条の検討
　（議会広報及び公聴の充実）
第12条　議会は、議会、委員会等の審議内容及び議員
研修活動内容等について、町民へ定期的に情報を発信
します。
２　議会は、町政に係る重要な情報を議会独自の視点か
ら公表するとともに、町民からの意見及び要望等を聴
取し、その内容と対応について情報を提供します。
３　議会は、情報技術の発達をふまえ、様々な広報手段
を活用します。
■ 条例素案・第13条の検討
　（議員定数及び報酬）
第13条　議員定数及び報酬の改正に当たっては、町政
の課題、将来の展望及び町民の多様な意見を十分に考
慮します。
２　議員の定数に関する条例改正は、議員が提案するよ
う努めるものとし、その理由について説明責任を果た
します。
3　議員報酬の改正は、大空町特別職報酬等審議会の答
申を尊重するほか、議員が提案する場合は、改正理由
を付して提出します。
■ 条例素案・第14条の検討
　（最高規範性）
第14条　この条例は、議会の運営と活動における最高
規範であって、議会はこの条例の趣旨に反する議会の
条例、規則等の制定は行いません。

■ 条例素案・第15条の検討
　（見直し手続き）
第15条　議長は、必要に応じて、この条例の目的が達
成されているかどうかを議会運営委員会で検証します。
２　議会は、前項による検証の結果に基づいて、この条
例の改正を含む適切な措置を講じます。

■ 条例素案・附則の検討
　この条例は、平成●●年● 月● 日から施行します。

が、将来的な動きではないか。
● 職員の専門性や人数の問題などもあり、「任用」の解
釈を共通認識としておさえる必要がある。

● 議会での研修意義を十分検討する必要がある。
● 自治基本条例案の中でも議員の自己研さん、資質向
上の規定があり、研修機会は大事。

● 研修は、大空町をどのようにしていくか、その根底
になる部分もあるのではないか。

● 視察研修の一番の役割は、実際に訪問して現場の声
を聞き、ネックになる部分は何かを確認することであ
る。議員が自覚を持てば、町民からの意見に真摯に対
応できる。

● 議会基本条例は、議会のためだけのものではない。
町民に対する気持ちを持たなければならない。

● 同じものを見ても、議員それぞれ感じ方が違う。そ
れを持ち寄っての意見交換も必要。それが町民のため
に生かされることが、議員活動の基本。

● 調査内容を政策形成、立案能力の向上につなげると
いうことでしっかりおさえておけば、問題ないのでは
ないか。

● 従来の広報の手法も工夫しなければならないが、動
画配信も必要ではないか。

● 「意見及び要望等」は、議会広報のモニターというこ
とで、限定した位置づけである。

● 自治基本条例案に、議会モニター制度の規定があっ
たが、考え方をどうするか、適否を含め検討が必要。

● 議会が町民の声を聞くことを、まず議会広報誌を通
じて取り組んでいくことで、対案として示せるのでは。

● モニターを公募にするのか、議会側が指名するのか。
今後検討していく必要がある。

● 議員活動、議会運営や今後の議員の担い手を考える
と、十分議論していく必要がある。

● 自治基本条例案にも、最高規範性の規定がある。
● 議会としての立場を考えると、議会基本条例を最高
規範とすることに、異論はないと思う。

● 議会側の姿勢を検討委員会に示し、その中で検討、
判断してもらえばよいのでは。

● 議会側の方向性を曲げないようにする必要がある。
● 内容を検証するのはよいが、毎年修正するようなこ
とであれば、その意義が問われる。

● 内容を検証する上で、中心になる組織が必要。不都
合な部分が生じた際、検討しやすい体制を考えること
も大事。

● 明文化しなくても、４年に１度程度の見直しが適当
ではないか。

● 自治基本条例の施行に、議会基本条例も合わせたほ
うがいいのではないか。
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総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

⑴
第
４
回
委
員
会（
８
／
24
）

　

●
個
人
住
民
税
の
寄
附
金

税
額
控
除
適
用
対
象
見

直
し
な
ど
、
地
方
税
法

等
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
町
税
条
例
の
見

直
し
内
容
確
認

　

●
平
成
23
年
度
国
民
健
康

保
険
税
明
細
書
誤
表
記

の
経
過
報
告

　

●
75
歳
以
上
で
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望

す
る
方
に
、
接
種
費
用

の
３
分
の
２
の
助
成
を

開
始

　

●
不
妊
治
療
を
受
け
た
夫

婦
の
経
済
的
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
１
回
の

治
療
あ
た
り
５
万
円
を

限
度
と
し
、
不
妊
治
療

費
用
の
助
成
を
開
始

　

●
斜
網
地
域
救
急
搬
送
体

制
整
備
の
た
め
、
大
空

町
が
網
走
医
師
会
へ
２

１
４
万
２
、
０
０
０
円

を
負
担
す
る

　

●
旧
東
藻
琴
国
保
診
療
所

施
設
を
改
修
し
て
整
備

す
る
障
が
い
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
概
要
と
、
制

定
す
る
条
例
案
の
説
明

　

●
平
成
23
年
10
月
か
ら
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ

ア
ホ
ー
ム
を
利
用
す
る

障
が
い
者
の
家
賃
助
成

（
家
賃
が
１
万
円
以
上

⇩
１
万
円
、
家
賃
が
１

万
円
未
満
⇩
家
賃
の

額
）
を
開
始

　

●
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
制

定
に
よ
り
、
体
育
指
導

委
員
を
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
に
名
称
変
更
す
る

た
め
関
係
例
規
を
見
直

し

　

●
北
海
道
女
満
別
高
等
学

校
の
学
級
数
確
保
の
た

め
の
要
請
活
動
の
概
要

　

●
岩
手
県
陸
前
高
田
市
復

興
支
援
活
動
実
施
計
画

の
概
要

⑵
第
５
回
委
員
会（
９
／
９
）

　

●
東
藻
琴
診
療
所
のX

線

Ｃ
Ｔ
装
置
の
保
守
契
約

を
開
始

　

●
平
成
23
年
10
月
以
降
の

子
ど
も
手
当
制
度
の
概

要

　

●
北
海
道
女
満
別
高
等
学

校
学
級
数
確
保
の
た
め

の
要
請
活
動
の
経
過

⑶
第
６
回
委
員
会
（
10
／
11
）

　

●
東
日
本
大
震
災
被
災
地

の
が
れ
き
等
受
入
れ
の

記
事
掲
載
に
関
す
る
経

過
と
今
後
の
対
応

　

●
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
指
定
管
理
者
募
集

　

●
東
藻
琴
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
募

集

　

●
女
満
別
伝
承
館
の
今
後

の
管
理
体
制
な
ど

⑷
第
７
回
委
員
会
（
11
／
14
）

　

●
平
成
23
年
人
事
院
勧
告

に
伴
う
町
職
員
給
与
見

直
し
等
の
対
応

　

●
平
成
22
年
度
国
の
急
総

合
経
済
対
策
事
業
（
繰

越
事
業
）
の
進
捗
状
況

確
認

　

●
第
５
期
保
健
福
祉
計
画
、

介
護
保
険
事
業
計
画
策

定
の
考
え
方

　

●
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
事
業
の

概
要

　

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
の
樹
オ

ホ
ー
ツ
ク
大
空
町
事
業

所
廃
止
の
概
要

　

●
女
満
別
伝
承
館
へ
の
指

定
管
理
者
制
度
導
入
検

討
の
概
要

　

●
平
成
24
年
度
か
ら
、
豊

住
保
育
園
の
３
歳
未
満

児
定
員
を
拡
大
し
、
保

育
を
充
実

常任委員会の活動状況
　総務文教厚生、産業建設の２常任委員会では、議会閉会中も随時委員会が所
管する項目などの懸案事項調査を行っており、その概要をお知らせします。

被災地支援活動の様子
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「網走市大空町定住自立圏共生
ビジョン (素案 )」内容を調査

定住自立圏形成協定調査等特別委員会

　

網
走
市
と
締
結
し
た
定
住

自
立
圏
形
成
協
定
の
具
体
的

取
組
を
示
す
「
定
住
自
立
圏

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
素
案
が
、

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
を
中

心
に
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

８
月
に
は
両
市
町
住
民
の
意

見
を
募
集
（
＝
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
）
し
、
本
特
別
委

員
会
で
も
素
案
の
内
容
を
調

査
し
て
意
見
等
を
述
べ
て
き

ま
し
た
。

　

10
月
に
は
国
に
対
し
て
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
れ
で
完
成
で
は

な
く
、
今
後
も
内
容
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
継
続
し
て
協

議
、
検
討
さ
れ
て
い
く
予
定

で
す
。

※ 

本
特
別
委
員
会
で
の
審
議

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　★
第
２
回
特
別
委
員
会

（
8
／
30
開
催
）

　
　
　
　
　
　

体
育
施
設
な

ど
、
今
後
相
互
利
用
を
進

め
た
い
と
い
う
考
え
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

相
互
に

有
効
活
用
で
き
る
よ
う
な

連
携
を
と
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

松
岡
委
員

社
会
教
育
課
長

　
　
　
　
　
　

す
ば
ら
し
い

ア
イ
デ
ア
を
持
つ
町
民
も

た
く
さ
ん
い
る
。
町
民
か

ら
意
見
聴
取
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。
ふ
れ
あ

い
ト
ー
ク
の
活
用
も
有
効

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

常
に
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
る
よ
う
な
形
で
進

め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

共
生
ビ
ジ
ョ

ン
懇
談
会
意
見
で
、
救
急

医
療
や
病
院
に
対
す
る
要

望
な
ど
が
、
網
走
市
か
ら

病
院
側
に
伝
え
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、
住
民
の
願
い
が
病

院
に
届
い
て
い
な
い
の
は

重
大
な
こ
と
で
あ
る
。
本

町
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る

の
で
は
。

　
　
　
　
　
　

年
に
２
回
程

度
病
院
側
と
懇
談
し
、
病

院
側
の
要
望
を
聞
い
た
り
、

町
に
寄
せ
ら
れ
た
病
院
に

対
す
る
要
望
な
ど
を
伝
え

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

あ
ら
ゆ
る
分

野
で
使
用
料
は
発
生
す
る

植
田
委
員

総
務
課
参
事

品
田
委
員

福
祉
課
長

松
田
委
員

と
考
え
る
。
そ
の
均
衡
を

図
ら
な
け
れ
ば
、
相
互
利

用
の
促
進
に
な
ら
な
い
。

予
算
上
の
対
応
は
可
能
な

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

共
生
ビ
ジ

ョ
ン
懇
談
会
で
も
、
料
金

体
系
の
違
い
が
指
摘
さ
れ

た
。
両
市
町
間
で
相
互
利

用
を
進
め
る
上
で
調
整
が

必
要
な
事
項
と
し
て
、
検

討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　

今
あ
る
も
の

を
、
ど
う
有
効
活
用
す
る

か
が
先
決
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

連
携
で
き

て
い
な
い
課
題
も
あ
り
、

現
状
の
も
の
を
ど
の
よ
う

に
扱
う
か
、
課
題
と
し
て

素
案
に
多
く
盛
り
込
ま
れ

た
。

　
　
　
　
　
　
　

両
市
町
へ

の
交
付
金
を
、
連
携
で
き

て
い
な
い
課
題
解
決
な
ど

に
充
て
る
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　

喫
緊
の
課

題
な
ど
、
優
先
順
位
を
つ

け
て
対
応
し
た
い
。

総
務
課
参
事

松
田
委
員

総
務
課
参
事

近
藤
委
員
長

総
務
課
参
事

　
　
　
　
　
　

網
走
市
と
大

空
町
が
、
合
併
す
る
と
誤

解
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
。

ラ
グ
ビ
ー
や
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
合
宿
な
ど
に
子

供
た
ち
を
集
め
、
両
市
町

間
で
の
交
流
機
会
を
設
け

る
な
ど
す
れ
ば
、
そ
れ
が

定
住
自
立
圏
の
取
組
だ
と

い
う
一
例
に
な
り
、
誤
解

さ
れ
て
い
る
方
々
に
説
明

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

そ
う
い

っ
た
連
携
は
、
可
能
か
と

思
う
。
網
走
市
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

路
線
バ
ス
な

ど
、
公
共
の
足
が
不
十
分

と
い
う
こ
と
が
、
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
懇
談
会
意
見
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
足

の
確
保
は
必
要
。

　
　
　
　
　
　
　

い
ろ
い
ろ

な
面
か
ら
、
住
民
の
足
を

確
保
す
る
手
だ
て
を
考
え

た
い
。

★
第
３
回
特
別
委
員
会

（
９
／
21
開
催
）

中
堀
委
員

社
会
教
育
課
長

中
堀
委
員

総
務
課
参
事

　
　
　
　
　
　

女
満
別
中
央

病
院
へ
搬
送
し
、
そ
の
後
、

状
況
に
よ
っ
て
網
走
市
の

医
療
機
関
に
搬
送
す
る
救

急
医
療
体
制
は
、
今
後
も

同
様
か
。

　
　
　
　
　
　

二
次
救
急
で

網
走
市
に
搬
送
す
る
な
ど
、

救
急
隊
員
が
患
者
の
状
況

に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

患
者
の
家
族

の
希
望
も
、
搬
送
先
の
判

断
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

か
か
り
つ
け

の
病
院
が
あ
る
な
ど
の
申

し
出
が
あ
れ
ば
、
病
院
と

連
絡
を
と
っ
て
搬
送
す
る

場
合
も
あ
り
得
る
。

　
　
　
　
　
　

女
満
別
中
央

病
院
の
医
師
が
不
在
と
い

う
こ
と
も
、
考
え
ら
れ
る

の
で
は
。

　
　
　
　
　
　

網
走
市
、
斜

里
郡
３
町
、
大
空
町
と
で
、

斜
網
地
域
救
急
搬
送
体
制

図
を
作
成
し
た
。
一
次
救

急
を
一
部
網
走
市
の
病
院

に
お
願
い
す
る
形
に
な
っ

て
い
る
。

植
田
委
員

福
祉
課
長

植
田
委
員

福
祉
課
長

中
堀
委
員

福
祉
課
長

質
疑
と
答
弁

質
疑
と
答
弁
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会
津
若
松
市

　

会
津
若
松
市
は
人
口
約

12
万
６
、０
０
０
人
で
、
農

業
と
伝
統
工
芸
、
観
光
産
業

を
基
盤
と
す
る
都
市
で
す
。

市
庁
舎
は
大
正
14
年
の
建
設

で
趣
の
あ
る
雰
囲
気
で
し
た
。

　

平
成
16
年
に
北
会
津
村
、

平
成
17
年
に
加
東
町
と
合
併

し
、
在
任
特
例
に
よ
る
63
人

の
議
員
構
成
時
期
を
経
て
、

平
成
19
年
4
月
か
ら
議
員
定

数
が
30
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

改
選
後
の
議
長
選
挙
で
は

候
補
者
が
、
所
信
表
明
で
市

民
と
の
意
見
交
換
を
訴
え
、

平
成
19
年
7
月
に
議
長
の
諮

問
機
関
と
し
て
議
会
制
度
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
議
会

改
革
の
基
本
理
念
、
議
会
基

本
条
例
、
議
員
政
治
倫
理
条

例
原
案
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
本
理
念
を
「
市
民
の
負

託
に
こ
た
え
う
る
合
議
体
た

る
議
会
づ
く
り
を
目
指
し

て
」
と
し
、
実
現
に
向
け
て

平
成
20
年
6
月
に
議
会
基
本

条
例
と
議
員
政
治
倫
理
条
例

を
策
定
し
ま
し
た
。
議
会
基

本
条
例
は
【
政
策
立
案
、
政

策
提
案
及
び
政
策
提
言
】
な

ど
要
点
を
絞
り
込
み
、
簡
単

明
瞭
な
表
現
で
分
か
り
や
す

い
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
と
の
意
見
交
換
会
を

10
回
開
催
し
、
そ
の
実
績
を

踏
ま
え
意
見
交
換
会
開
催
に

関
す
る
条
文
を
平
成
23
年
3

月
に
議
会
基
本
条
例
に
追
加

し
て
お
り
、
実
践
を
重
ね
な

が
ら
議
会
基
本
条
例
を
成
熟

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

議
員
み
ず
か
ら
が
議
会
制

民
主
主
義
の
基
本
で
あ
る
議

会
の
役
割
や
権
能
を
自
覚
し
、

市
民
の
負
託
に
的
確
に
こ
た

え
よ
う
と
、
理
論
と
実
践
を

結
び
つ
け
る
姿
勢
が
印
象
的

で
し
た
。

南
会
津
町

　

南
会
津
町
は
人
口
約

１
万
８
、５
０
０
人
で
、
平

成
18
年
3
月
に
田
島
町
、
舘

岩
村
、
伊
南
村
、
南
郷
村
の

1
町
3
村
が
合
併
し
た
町
で

す
。
議
員
定
数
は
、
平
成
23

年
4
月
か
ら
18
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

南
会
津
町
議
会
は
、
議
会

を
い
か
に
活
性
化
す
る
か
の

観
点
か
ら
町
民
に
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
、
議
会
活
性

化
対
策
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
ま
ず
議
会
報
告
会
開
催

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

議
会
報
告
会
の
実
践
に
基

づ
き
、
平
成
20
年
12
月
に
議

会
基
本
条
例
策
定
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
議
会
報
告
会
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
平
成

22
年
9
月
に
議
会
基
本
条
例

を
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
は
議
員
を
3

班
編
成
と
し
、
3
常
任
委
員

会
か
ら
各
2
名
、
1
班
6
名

の
構
成
で
、
各
行
政
区
か
ら

の
開
催
申
し
出
に
基
づ
き
、

議
会
と
行
政
区
と
の
共
催
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

報
告
会
案
内
の
回
覧
チ
ラ

シ
に
「
町
民
も
変
わ
る　

社

会
も
変
わ
る　

ま
ち
も
変
わ

る　

議
会
だ
っ
て
変
わ
ら
な

き
ゃ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が

つ
い
て
い
ま
し
た
。

　

4
町
村
の
広
域
合
併
で
あ

っ
た
た
め
、
議
員
が
地
域
に

議会運営委員会視察調査報告書
　議会運営委員会は、10月19日から22日までの日程で、福島県会津若松市、南会
津町、姉妹都市の東京都稲城市を訪問し、「議会基本条例制定の事例研究、議会報告
会の事例研究、議会インターネット中継の実践例」について視察しました。

議会運営委員会　委員長　植　田　泰　弘

議会の取組事例が図書として発刊されています（会津若松市）

積極的な議会活性化の取組を参考に（南会津町）
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●
豊
住
小
学
校
統
合
に
関

す
る
話
し
合
い
の
経
過

な
ど
の
概
要

　

●
「
大
空
町
の
高
等
学
校

産
業
建
設
常
任
委
員
会

⑴
第
５
回
委
員
会
（
８
／
30
）

　

●
利
子
補
給
の
対
象
に
な

る
農
業
振
興
資
金
に
、

農
業
者
が
緊
急
に
実
施

す
る
小
規
模
土
地
改
良

を
追
加

　

●
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く

り
推
進
事
業
の
概
要

　

●
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業

の
概
要

⑵
第
６
回
委
員
会（
９
／
９
）

　

●
農
業
振
興
資
金
利
子
補

給
条
例
の
「
農
協
補
給

率
」
に
関
す
る
考
え
方

　

●
ま
ち
づ
く
り
住
民
懇
談

会
の
活
動
経
過

⑶
第
７
回
委
員
会
（
９
／
20
）

　

●
旧
町
営
牧
野（
東
藻
琴
）

の
売
払
い
に
関
す
る
経

過
報
告

　

●
要
望
意
見
書
の
取
扱
い

協
議

⑷
第
８
回
委
員
会
（
10
／
11
）

　

●
藻
琴
山
温
泉
利
活
用
に

関
す
る
説
明

　

●
開
陽
中
央
線
道
路
整
備

事
業
の
概
要

⑸
第
９
回
委
員
会
（
11
／
14
）

　

●
要
望
に
基
づ
く
町
有
地

の
売
払
い
の
概
要

　

●
大
空
町
産
か
ぼ
ち
ゃ
か

ら
の
残
留
農
薬
（
ヘ
プ

タ
ク
ロ
ル
）
検
出
概
要

　

●
３
丁
目
線
（
女
満
別
）

道
路
整
備
事
業
の
概
要

　

●
大
雨
災
害
に
よ
る
道
路

雨
水
管
対
策
工
の
概
要

　

●
大
雨
災
害
に
よ
る
河
川

災
害
復
旧
計
画
の
概
要

総
務
文
教
厚
生
・
産
業

建
設
合
同
常
任
委
員
会

⑴
第
２
回
合
同
開
催（
９
／
９
）

　

●
Ｈ
Ａ
Ｃ
の
事
業
計
画
修

正
概
要

　

●
女
満
別
空
港
へ
の
国
際

・
国
内
チ
ャ
ー
タ
ー
便

誘
致
活
動
の
概
要

　

●
女
満
別
空
港
⇩
新
千
歳
、

羽
田
線
の
運
行
状
況

　

●
8
／
26
、
9
／
2
発
生

大
雨
被
害
状
況
と
今
後

の
対
応
の
説
明

安心して子育てできる環境を

H23.6.11発生大雨災害の被害状況を議会で確認

教
育
を
考
え
る
協
議

会
」
会
議
開
催
計
画
な

ど

○○○○○ ○印

（内容）
○○○○○○○○○○に
関する請願（陳情）

要旨 ○○○○○○○

理由 ○○○○○○○
○○○○○○。

平成　年　月　日
大空町議会議長 様
大空町○○○○○

（表紙）

請　願　書

（陳情書）

○○○○○○○○○に
関する

紹介議員○○○○○ ○印

※請願には紹介議員
　が必要ですが、陳
　情に紹介議員は不
　要です。

【お問い合わせ先】

大空町議会事務局

0152-74-2111
（内線266）

請
願・陳
情
を
さ
れ
る
方
へ

（
書
式
）例

請
願・陳
情
を
さ
れ
る
方
へ

（
書
式
）例

請
願・陳
情
を
さ
れ
る
方
へ

（
書
式
）例
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要 望 意 見 書
　次のとおり国に対して要望意見書を提出しました。
①　森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関する要望意見書
１　東日本大震災からの速やかな復興に向けて、被災した森林や木材加工施設等の早期復旧に加え、復興木材の供給
に向けた被災地域及び全国における森林・林業再生を加速化すること。

２　今般導入される地球温暖化対策のための税の使途に森林吸収源対策や木材利用促進を位置づけるなど、森林整備
推進等のための安定的な財源措置の確保による森林経営対策を推進すること。

３　間伐等森林整備の推進、持続可能な森林経営の確立に向け、森林管理・環境保全直接支払制度による搬出間伐の
推進、路網整備等経営基盤の整備、担い手育成確保対策の強化を図るとともに、森林施業の機械化の推進、森林整
備経費の定額助成の導入など、効率的施業の推進と所有者の負担軽減を推進すること。

４　低炭素社会の実現に着目した公共建築物や民間住宅・事務所等での地域材の利用を推進するとともに、新たなエ
ネルギー政策の転換の検討にあたって、木質バイオマスエネルギーを最大限活用するなど、国産材の利用拡大を推
進すること。

５　森林整備加速化、林業再生事業の拡充・延長により、川上・川下が一体となった森林・林業の再生に向けた取組
を推進すること。

６　国民共有の財産である国有林については、一般会計により、公益的機能の一層の発揮を図るとともに、森林・林
業政策の推進に貢献するため、国による一体的な管理運営体制を確立すること。
②　平成２４年度農業予算編成に関する要望意見書
１　日本経済・社会の再建と国内農業対策
　⑴　東日本大震災及び福島第１原発事故の被災地の農林漁業の再建、安全・安心を最優先にしたエネルギー政策の
再構築並びに内需拡大を重視した日本経済・社会の再建に全力で取り組むこと。

　⑵　国内農業対策の検討にあたっては、災害にも強い食料供給基地の建設と国の構造改革に着実に取り組んできた
地域の経営実態など、その問題点を真摯に洗い出した上で、経営形態別の目標とするべき構造及び経営展望を明
示し、それを実現するために主業的経営体が真に必要とする政策を確立すること。

　⑶　自給率目標の達成に向けては、国産農畜産物が確実に輸入農産物に置き換わるための誘導策を食料・農業・農
村政策のみならず、税制・食品産業対策など省庁横断的な政策体系としてパッケージで仕組むこと。

２　包括的経済連携等貿易交渉対策
　　過去の国会決議などに基づき、これまで同様すべての貿易交渉（ＷＴＯ・二国間ＦＴＡ・ＥＰＡ）にあたり、例
外措置として重要品目の関税を維持する交渉姿勢を貫くことが必要であり、例外なき関税撤廃を原則とするＴＰＰ
交渉への参加は、断じて行わないこと。

３　政策の安定的継続と財源確保
　　戸別所得補償制度をはじめとする農業政策については、これまで努力してきた生産者・産地の取組を尊重すると
ともに、平成２４年度予算においても万全の財源を確保し、生産者が安心して営農できるよう制度の法制化等中長
期的に安定して継続される政策とすること。

４　生産基盤確保対策
　　農業の生産性向上には、圃場の基盤整備、排水対策及び農畜産物の集出荷・調製施設等の生産基盤の確立と優良
品種や技術の試験研究・開発が重要であり、併せて生産現場への組織的普及活動が不可欠であることから、これら
に必要な万全な予算を確保すること。
③　軽油引取税の課税免除措置などの恒久化を求める要望意見書
１　軽油引取税の課税免除措置（免税軽油制度）を恒久化すること。
２　農林漁業用Ａ重油に対する石油石炭税の特例措置を恒久化すること。
３　地球温暖化対策税については、農業者の負担が増えることのないよう万全の措置を講ずること。
　　特に、燃油への課税は、油種にかかわらず負担増を回避すること。

　

カ
レ
ン
ダ
ー
の
枚
数
も
残
り

少
な
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
お
元
気
で

お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

こ
と
し
は
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
、
夏
の
猛
暑
、
そ
し
て

秋
の
長
雨
と
、
地
球
上
に
生
き

る
人
間
に
と
っ
て
悲
し
く
、
つ

ら
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
海

外
に
目
を
移
し
ま
し
て
も
、
タ

イ
の
洪
水
で
人
々
は
つ
ら
い
思

い
を
し
て
い
ま
す
。

　

異
常
気
象
と
一
口
に
言
っ
て

し
ま
え
ば
簡
単
で
す
が
、
１
０
０

年
、
50
年
、
い
い
え
、
10
年
後

の
地
球
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う

の
か
。
現
在
を
生
き
る
私
た
ち

が
、
考
え
な
が
ら
行
動
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

さ
て
、
私
も
町
議
会
へ
出
さ

せ
て
い
た
だ
き
２
年
目
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
考

え
な
が
ら
行
動
し
て
い
る
と
は

言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
残
さ
れ
た

２
年
、
皆
様
の
御
意
見
を
伺
い

な
が
ら
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

副
委
員
長　

中
堀　

君
子
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【大空町防災訓練（9/4）】
　　東日本大震
災以降、全国
的に防災への
意識が高まる
中、網走沖で
地震が発生し
たと想定して
の防災訓練が、
9月４日に実
施されました。
住民の皆さん
は、避難場所
への移動、けが人の模擬移送やＡＥＤの使い方
など、真剣な表情で訓練に取り組んでいました。

【ふるさと会の開催（11/5、11/13）】
　　11月５日に東京都で東京東藻琴会、東京女
満別会が、11月13日には北見市で北見東藻琴
会が開催され、本町議会を代表して後藤議長、
田中副議長が参加しました。

その他議会活動の状況等
【秋の輸送繁忙期交通安全
　　　　街頭啓発（10/24、10/28）】
　　10月24日に国道美斜線沿いの網走交通東藻
琴給油所前で、28日には道の駅メルヘンの丘
めまんべつで、農作物等輸送繁忙期間の交通安
全を呼びかけました。

【オホーツク圏活性化期成会
　　　　　中国市場調査（11/6 ～ 11/12）】
　　オホーツク管内の市町村長及び議会議長で構
成される「オホーツク圏活性化期成会」事業と
して、農水産物等のニーズの調査や観光プロモ
ーション、経済交流の情報収集などを目的に実
施された中国市場調査事業に、後藤議長が参加
しました。

出
向
き
議
会
報
告
会
を
す
る

こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

を
知
り
、
町
民
と
議
員
が
語

り
合
っ
て
地
域
の
課
題
を
認

識
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
の
活
性
化
の
た
め
で

あ
れ
ば
、
議
長
に
お
い
て
も

一
般
質
問
す
る
と
の
議
長
の

意
気
込
み
は
、
実
践
を
積
ん

で
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
言

葉
で
あ
り
、
迫
力
を
感
じ
ま

し
た
。

稲
城
市

　

姉
妹
都
市
の
稲
城
市
で
は
、

議
会
中
継
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
配
信
状
況
を
研
修
し
ま
し

た
。「
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
す
」
施
策
の
一
環
と
し
て

平
成
16
年
6
月
議
会
か
ら
庁

舎
ロ
ビ
ー
で
の
議
会
中
継
の

放
映
を
開
始
し
、
平
成
17
年

6
月
議
会
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
映
像
配
信
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

業
者
委
託
方
式
で
配
信
し
、

初
期
導
入
経
費
は
42
万
円
、

配
信
委
託
料
は
年
額
約

２
８
８
万
円
、
視
聴
件
数
を

時
間
帯
別
に
把
握
で
き
る
効

果
測
定
も
行
っ
て
お
り
、
今

年
9
月
の
ラ
イ
ブ
中
継
視
聴

は
９
７
５
件
、
録
画
視
聴
は

４
９
３
件
で
し
た
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
開
始
し
て

か
ら
6
年
経
過
し
、
議
会
の

情
報
提
供
手
段
の
一
環
と
し

て
定
着
し
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。

　

稲
城
市
に
は
、
学
ぶ
べ
き

事
項
が
多
々
あ
り
ま
す
。
教

育
文
化
、
産
業
、
福
祉
施
策
、

災
害
対
策
等
今
後
も
相
互
に

学
び
合
う
研
修
交
流
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

お
わ
り
に

　

議
会
基
本
条
例
策
定
の
き

っ
か
け
は
、
住
民
と
の
意
見

交
流
で
あ
っ
た
様
に
感
じ
ま

し
た
。

　

行
政
執
行
に
対
し
て
議
決

権
を
持
つ
議
会
と
し
て
、
町

民
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
よ

り
多
く
の
町
民
の
声
を
聞
く

こ
と
を
基
本
と
す
る
条
例
策

定
が
重
要
で
あ
る
と
再
認
識

し
た
視
察
研
修
で
し
た
。 「開かれた議会」取組の一環、議会インターネット中継（稲城市）



議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・１２月）に開
かれます。また、臨時町議会は、必要に応じて随時開かれ
ますので、お気軽に傍聴においでください。

◆詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

12月定例会は、

開かれる予定です。
12 月２０日 (火 ) から12月２０日 (火 ) から12月２０日 (火 ) から

議 会 日 誌 平成23年８月24日～平成23年11月21日
　　　　　〔議長〕 ノンキーランドふるさとまつり実行委

員会
　　27日　北網ブロック町議会議員研修会（津別町）
　　　　　〔議長〕 ボッシュ株式会社役員等大空町表敬訪

問
　　28日　第２回決算審査特別委員会
　　30日　〔副議長〕 第28回もこと山ふきおろしマラソン

大会
　　　　　〔議長〕女満別中学校祭
11月１日　ＴＰＰ交渉参加問題を考えるオホーツク集会
　　３日　平成23年度大空町表彰式
　　５日　〔正副議長〕第９回東京東藻琴会（東京都）
　　　　　〔正副議長〕 第39回東京女満別会総会兼第29

回企業誘致東京協力会総会（東京
都）

　　６日～ 12日　〔議長〕オホーツク圏活性化期成会中国
市場調査・研究事業（中国北京市、瀋陽市、上
海市）

　　９日　第９回議会広報編集特別委員会
　　14日　第７回総務文教厚生常任委員会
　　　　　第９回産業建設常任委員会
　　　　　第５回議員協議会
　　　　　第10回議会広報編集特別委員会
　　16日　町村議会議長全国大会（東京都）
　　16日～ 19日　総務文教厚生常任委員会道外行政視察

（神奈川県横浜市、大分県由布市、熊本県美里町、
熊本県氷川町）

　　21日　第11回議会広報編集特別委員会

【平成23年】
８月24日　第４回総務文教厚生常任委員会
　　30日　第５回産業建設常任委員会
　　　　　第５回議会基本条例策定特別委員会
　　　　　第２回定住自立圏形成協定調査等特別委員会
　　　　　第３回議員協議会
９月２日　網走郡下町議会正副議長会議（津別町）
　　４日　平成23年度大空町防災訓練
　　６日　〔議長〕 オホーツク網走農業協同組合による陳

情対応
　　９日　第５回総務文教厚生常任委員会
　　　　　第６回産業建設常任委員会
　　10日　〔議長〕東藻琴福寿苑・悠久の里合同敬老会
　　11日　〔議長〕 平成23年度老人福祉大会・ふれあい広

場2011
　　13日　大空町自治基本条例（仮称）中間報告（案）に

関する意見交換会
　　14日　第６回議会運営委員会
　　20日～ 21日　平成23年第３回定例会
　　20日　第４回議員協議会
　　　　　第３回定住自立圏形成協定調査等特別委員会
　　　　　第７回産業建設常任委員会
　　21日　第１回決算審査特別委員会
　　　　　第６回議会基本条例策定特別委員会
　　　　　第８回議会広報編集特別委員会
　　24日　〔議長〕そらっきーポイントカード会設立総会
　　25日　〔議長〕第９回めまんべつ白魚まつり
　　27日　議会基本条例を「町民と共に学ぶ」講演会
10月11日　平成23年度女満別空港消火救難総合訓練
　　　　　第６回総務文教厚生常任委員会
　　　　　第８回産業建設常任委員会
　　16日　〔議長〕東藻琴小学校学芸会
　　17日　第７回議会基本条例策定特別委員会
　　19日～ 22日　議会運営委員会道外行政視察調査（福

島県会津若松市、同県南会津町、東京都稲城
市）

　　21日～ 22日　姉妹都市交流20周年記念議員交流研
修会（東京都稲城市）

　　23日　第33回　ＪＡめまんべつ収穫感謝まつり
　　24日　秋の輸送繁忙期交通安全街頭啓発（東藻琴）
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